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【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意（ www.cisco.com/jp/go/safety_warning/ ）
をご確認ください。本書は、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきま

しては、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更され
ている場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容

については米国サイトのドキュメントを参照ください。また、契約等の記述については、弊社販

売パートナー、または、弊社担当者にご確認ください。

このマニュアルに記載されている仕様および製品に関する情報は、予告なしに変更されることがあります。このマニュアルに記載されている表現、情報、および推奨

事項は、すべて正確であると考えていますが、明示的であれ黙示的であれ、一切の保証の責任を負わないものとします。このマニュアルに記載されている製品の使用

は、すべてユーザ側の責任になります。

対象製品のソフトウェアライセンスおよび限定保証は、製品に添付された『Information Packet』に記載されています。添付されていない場合には、代理店にご連絡く
ださい。

FCCクラス A準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定された仕様のクラス Aデジタル装置の制限に準拠していることが確認
済みです。これらの制限は、商業環境で装置を使用したときに、干渉を防止する適切な保護を規定しています。この装置は、無線周波エネルギーを生成、使用、また

は放射する可能性があり、この装置のマニュアルに記載された指示に従って設置および使用しなかった場合、ラジオおよびテレビの受信障害が起こることがあります。

住宅地でこの装置を使用すると、干渉を引き起こす可能性があります。その場合には、ユーザ側の負担で干渉防止措置を講じる必要があります。

FCCクラス B準拠装置に関する記述：この装置はテスト済みであり、FCCルール Part 15に規定された仕様のクラス Bデジタル装置の制限に準拠していることが確認
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保証するものではありません。装置がラジオまたはテレビ受信に干渉する場合には、次の方法で干渉が起きないようにしてください。干渉しているかどうかは、装置

の電源のオン/オフによって判断できます。

• 受信アンテナの向きを変えるか、場所を移動します。

• 機器と受信機との距離を離します。

• 受信機と別の回路にあるコンセントに機器を接続します。

• 販売業者またはラジオやテレビに詳しい技術者に連絡します。

シスコでは、この製品の変更または改造を認めていません。変更または改造した場合には、FCC認定が無効になり、さらに製品を操作する権限を失うことになります
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はじめに

• 表記法, vii ページ

• 関連資料, ix ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート, ix ページ

表記法
このマニュアルでは、次の表記法を使用しています。

説明表記法

^記号と Ctrlは両方ともキーボードの Control（Ctrl）キーを表します。
たとえば、^Dまたは Ctrl+Dというキーの組み合わせは、Ctrlキーを押
しながら Dキーを押すことを意味します（ここではキーを大文字で表
記していますが、小文字で入力してもかまいません）。

^または Ctrl

コマンド、キーワード、およびユーザが入力するテキストは太字で記載

されます。

太字

文書のタイトル、新規用語、強調する用語、およびユーザが値を指定す

る引数は、イタリック体で示しています。

Italicフォント

システムが表示する端末セッションおよび情報は、courierフォントで

示しています。

courierフォント

太字の courierフォントは、ユーザが入力しなければならないテキスト

を示します。

太字の courierフォン

ト

角カッコの中の要素は、省略可能です。[x]

構文要素の後の省略記号（3つの連続する太字ではないピリオドでスペー
スを含まない）は、その要素を繰り返すことができることを示します。

...
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説明表記法

パイプと呼ばれる縦棒は、一連のキーワードまたは引数の選択肢である

ことを示します。

|

どれか 1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y]

どれか 1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y}

角カッコまたは波カッコが入れ子になっている箇所は、任意または必須

の要素内の任意または必須の選択肢であることを表します。角カッコ内

の波カッコと縦棒は、省略可能な要素内で選択すべき必須の要素を示し

ています。

[x {y | z}]

引用符を付けない一組の文字。stringの前後には引用符を使用しません。
引用符を使用すると、その引用符も含めて stringとみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま

す。

< >

システムプロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示

しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

読者への警告の表記法

このマニュアルでは、読者への警告に次の表記法を使用しています。

「注釈」です。役立つ情報やこのマニュアルに記載されていない参照資料を紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒント

「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され

ています。

注意
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時間を節約する方法です。ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイントアドバイス

IMPORTANT SAFETY INSTRUCTIONS

This warning symbol means danger. You are in a situation that could cause bodily injury. Before you
work on any equipment, be aware of the hazards involved with electrical circuitry and be familiar with
standard practices for preventing accidents. Use the statement number provided at the end of each warning
to locate its translation in the translated safety warnings that accompanied this device. Statement 1071

SAVE THESE INSTRUCTIONS

警告

関連資料

インストールまたはアップグレードする前に、『Release Notes for Cisco IOS Release 15.1SY』を
参照してください。

（注）

• http://www.cisco.com/go/cat6800_docsにある Catalyst 6807-XLスイッチのマニュアル

•『Regulatory Compliance and Safety Information for the Catalyst 6800 Series Switches』

•『Catalyst 6500 Ethernet Module Installation Guide』

•『Catalyst 6500 Series Switch Supervisor Engine Guide』

•『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module Installation Notes』

• Cisco 10-Gigabit Ethernet X2トランシーバモジュールインストレーションノート

• OneXおよび Cisco TwinGigコンバータモジュールのインストレーションノート

マニュアルの入手方法およびテクニカルサポート
マニュアルの入手方法、テクニカルサポート、その他の有用な情報について、次の URLで、毎
月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規お
よび改訂版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSSフィードとして購読できます。また、リー
ダーアプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ

ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

製品概要

• スイッチのモデル, 1 ページ

• 前面パネル, 1 ページ

• 背面パネル, 12 ページ

スイッチのモデル

表 1：スイッチのモデル

説明スイッチモデル

7スロットのモジュール型シャーシが用意されています。

スイッチは冗長電源モジュール（AC入力）、冗長スー
パーバイザエンジン、ファントレイ、電源コンバータモ

ジュール、クロックモジュール、および電圧終端 -拡張
（VTT-E）モジュールをサポートします。

Cisco Catalyst 6807-XL

前面パネル
ここでは、前面パネルにある次のコンポーネントについて説明します。

•ファントレイ

• 5つのモジュールスロット

• 2台のスーパーバイザエンジンスロット

• 4つの電源装置ベイ

• 4台の電源入力モジュール

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
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• 2台の電源コンバータモジュール

•システムの電源スイッチ

•システムのアースコネクタ

図 1：Cisco Catalyst 6807-XL 前面パネル

AC1～ AC4のラベルの付いた電源入力モ
ジュール

6ファントレイ1

1～ 4のラベルの付いた電源モジュール
（PSM）

7モジュールスロット（ラインカード）

1、2、5、6、および 7
2

PSC1～ PSC2のラベルの付いた電源コン
バータ（PSC）

8スーパーバイザエンジンスロット3

システムのアースコネクタ9スーパーバイザエンジンスロット4

システムの電源スイッチ5

シャーシ

Cisco Catalyst 6807-XLスイッチシャーシには、5つのモジュールスロットおよび 2つのスーパー
バイザエンジンスロットから構成される 7つの水平スロットがあります。

関連トピック

シャーシのラックへの取り付け, （43ページ）

環境仕様, （68ページ）
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物理仕様, （67ページ）

シリアル番号の検索, （117ページ）

スーパーバイザエンジン

スイッチは、次のスーパーバイザエンジンー 2Tモデルをサポートします。

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G-XL

「スーパーバイザエンジン」という語は、スーパーバイザエンジン2Tを指すために使用され
ます。

（注）

次の要件は、スイッチにインストールされているスーパーバイザエンジンに適用されます。

• 3000 W以上の容量の電源を取り付けます。

•スロット 3または 4だけにスーパーバイザエンジンを設置します。

スーパーバイザエンジンの設置後にスロットに空きがあれば、サービスモジュールを設置

できます。ただし、スロット 3と 4にはイーサネットモジュールをインストールできませ
ん。取り付け可能なモジュールのタイプの制限については、ソフトウェアリリースノート

を確認してください。

•冗長スーパーバイザエンジンを備えたシステムでは、両方のスーパーバイザエンジンのモ
デルとドーターカード構成が同じでなければなりません。

•各スーパーバイザエンジンには、スイッチが独立して動作するためのリソースが必要です。
つまり、すべてのスーパーバイザエンジンのリソースが重複していなければなりません。

スーパーバイザエンジンのメモリ構成を同一にすることを推奨しますが、スイッチの構成済

みの機能を実行するために小さいメモリ構成のスーパーバイザエンジンで十分な場合は、同

一の構成は不要です。さらに、各スーパーバイザエンジンには、独自のフラッシュデバイ

スおよびコンソールポート接続が必要です。

スタンバイモードの冗長スーパーバイザエンジンモデル上のアップリンクポートは、完全に機

能する状態になっています。詳細については、『Catalyst 6500 Series Switch Module Installation
Note』および『Catalyst 6500 Series Switch Supervisor Engine Guide』の「Supervisor Engine 2T」セク
ションを参照してください。

関連トピック

スーパーバイザエンジンのコンソールポートの接続 , （51ページ）
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Modules
スイッチは、以下の Cisco Catalyst 6500シリーズイーサネットモジュールをサポートします。

• WS-X6704-10GE

• WS-X6908-10G-2TおよびWS-X6908-10G-2TXL

• WS-X6748-GE-TX

• WS-X6848-TX-2TおよびWS-X6848-TX-2TXL

• WS-X6748-SFP

• WS-X6848-SFP-2TおよびWS-X6848-SFP-2TXL

• WS-X6716-10T

• WS-X6816-10T-2TおよびWS-X6816-10T-2TXL

• WS-X6716-10G

• WS-X6816-10G-2TおよびWS-X6816-10G-2TXL

• WS-X6724-SFP

• WS-X6824-SFP-2TおよびWS-X6824-SFP-2TXL

• WS-X6904-40G-2TおよびWS-X6904-40G-2TXL

スイッチは、以下の Cisco Catalyst 6500シリーズサービスモジュールをサポートします。

• NAM3

• ASA-SM

• WiSM2

• ACE-30

詳細は、『Catalyst 6500 Ethernet Module Installation Guide』を参照してください。

関連トピック

トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストール, （52ページ）

プラグイン可能なトランシーバ, （85ページ）

モジュールコネクタ, （93ページ）

ケーブル仕様, （96ページ）
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ファントレイ

スイッチは、単一の前面サービス可能およびホットスワップ可能な9つの個別のファンを持つファ
ントレイをサポートします。ファントレイはシャーシ全体を冷却し、環境モニタと連携して条

件がしきい値を超えた場合にアラームをトリガーします。

ファントレイは以下をサポートします。

•モデル番号 C6807-XL-FAN。

• 850 CFM1の最大冷却容量。（スロットあたり 120立方フィート）。この容量で、ファント
レイは 7台の 800 Wモジュールを冷却できます。

• 3,000～ 6,000 RPM2の間の 4つの可変速動作モード

• 3つまでのファン障害。稼働中のファンは RPMまたは CFMを増加します。

•最低 120秒の活性挿抜（OIR）（周囲温度による）。

個々のファンはフィールド交換可能ユニット（FRU）ではありません。ファントレイを交換
する必要があります。

（注）

関連トピック

ファントレイの取り外しおよび取り付け, （61ページ）

ファントレイのトラブルシューティング, （115ページ）

ファントレイ（LED）, （9ページ）

電源モジュール

スイッチは 1～ 4のラベルが付き、単一のシステムオン/オフスイッチを持つフィールド交換可
能な電源モジュール（PSM）を 1台から 4台サポートします。

PSMでは、次のものがサポートされます。

•モデル番号 C6800-XL-3KW-AC

•冗長および混合構成モード。冗長モードはデフォルトの推奨モードです。

• AC入力のみ

• 240VACで電力が供給されている場合は 3000 W、120VACでは 1300 W

1
（1分当たりの立方フィート）

2
（1分間当たりの回転数）
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•単相電源 ACのみ。すべての AC電源装置の入力が分離されるため、複数の電源装置間、ま
たは同一の電源装置の複数の AC電源プラグでは、AC電源の位相が一致しない可能性があ
ります。

この表は、使用可能な電源構成モードについて説明しています。

表 2：PSM 構成モード

混合モード（n+0）冗長モード（n+1）

システムは、1～ 4個の電源を使用
します。システムに供給可能な電力

はシャーシ内のすべてのPSMの電源
出力の合計です。

システムは 2～ 4台のPSMを使用します。
これには、障害発生時に利用できる予約

PSMが含まれます。システム電源の構成
は、n個の PSM3+ 1個の冗長 PSMです。

説明

使用可能なすべての PSMが容量の
100 %で動作します。

PSM 2台（1+1）の場合

• 1台の PSMが容量の 100 %で動作し
ます。

• +1冗長 PSMが容量 0 %で動作しま
す。

3台の PSM（2+1）の場合

• 1台の PSMが容量の 100 %で動作し
ます。

• 1台の PSMが容量の 90 %で動作しま
す。

• +1冗長 PSMが容量 0 %で動作しま
す。

4台の PSM（3+1）の場合

• 1台の PSMが容量の 100 %で動作し
ます。

• 2台のPSMが容量の 90 %（それぞれ
90 %）で動作します。

• +1冗長 PSMが容量 0 %で動作しま
す。

動作容量
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混合モード（n+0）冗長モード（n+1）

このモードでは冗長電源は供給され

ません。まだ動作可能な PSMが動
作を継続します。これらが負荷を処

理できない場合、必要に応じた数の

モジュールがシャットダウンしま

す。シャットダウンされるモジュー

ルの数は、PSMが提供できる混合電
力量によって異なります。

たとえば、2つの PSMを設置した場
合、6000 Wを供給し、フル装備の
シャーシに電源を供給できます。た

だし、1つの PSMに障害が発生する
と、供給電力は 3000 Wに低下し、
一部のモジュールがシャットダウン

します。

+1冗長 PSMが引き継ぎ、容量の 90%で動
作します。

障害発生時

使用可能ですが、このモードは使用

しないことをお勧めします。この

モードを適用している場合、少なく

とも 2つの PSM（2+0）を混合モー
ドで稼動することをお勧めします。

これは推奨されるデフォルトモードです。

フル装備のシャーシがある場合、冗長モー

ド（2+1）で動作する少なくとも3台のPSM
を設置することをお勧めします。

推奨事項

3
（動作可能な PSMの総数）

PSMは、240 VACで電力が供給されている場合は 3000 W、120 VACでは 1300 Wを供給します。
電源モジュールが異なるワット数を提供するシステムでは、真の冗長性が得られない可能性があ

ります。ワット数の大きい方の PSMが失敗した場合、より低いワット数の PSMだけでは全体の
負荷を処理できず、システム電源管理がデバイスをシャットダウンする可能性があります。

デバイスをシャットダウンする場合、必要とされる電源の節減量に応じて、システムはモジュー

ルを最も数字の大きいスロットから降順にシャットダウンします。スーパーバイザエンジン

を含むスロットはバイパスされ、電源はオフになりません（スーパーバイザエンジンスロッ

トに対しては電力は自動的に予約されます）このシャットダウン順序は固定されており変更

できません。

（注）

電源装置の構成は、いつでも冗長構成または混合構成に変更できます。冗長構成から混合構成に

切り替えた場合、使用可能なすべての PSMが（ワット数が低いために無効にされた PSMを含め
て）有効になります。混合構成から冗長構成に変更すると、使用可能なすべての PSMが最初に
有効になり、ワット数が同じ場合は有効なままになります。ワット数が異なる場合には、ワット

数の低い電源装置は無効になるという Syslogメッセージが表示されます。
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関連トピック

電源モジュールの取り外しおよび取り付け, （56ページ）

電源モジュールのトラブルシューティング, （114ページ）

電源モジュールの LED, （10ページ）

3000 W電源装置の AC電源コード, （73ページ）

電源入力モジュール

スイッチは、AC1～ AC4のラベルの付いた 1～ 4台の AC電源入力モジュール（PEM）をサポー
トします。 4台の PEMは、4つの対応する PSM（1～ 4のラベル）に接続します。たとえば、
AC1は 1に接続します。

PEMからの AC入力電圧はバックプレーンに送られてから PSMに送られます。電源モジュール
は必要な量の電力を生成します。

関連トピック

電源モジュールの取り外しおよび取り付け, （56ページ）

電源モジュールのトラブルシューティング, （114ページ）

電源モジュールの LED, （10ページ）

3000 W電源装置の AC電源コード, （73ページ）

電源コンバータ

スイッチは、PSC1～ PSC2のラベルの付いた、2台の冗長でフィールド交換可能な 52Vコンバー
タをサポートします。

PSCは PSMによって供給される 52 Vを 3.3 Vに変換し、バックプレーンに送ります。クロック
モジュール、VTTモジュールおよびモジュールスロット（ラインカード）には3.3Vが必要です。

PSCでは、次のものがサポートされます。

•モデル番号 C6807-X-3.3V。

•冗長性：PSCは両方設置されるときに電源を共有します。 1つの PSCが失敗しても、シャー
シは動作を継続します。

関連トピック

電源コンバータの取り外しおよび取り付け, （64ページ）

電源コンバータ LED, （11ページ）

   Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
8 OL-30656-01-J  

製品概要

電源入力モジュール



LED
LEDスイッチを使用して、スイッチアクティビティおよびパフォーマンスを監視します。

モジュールおよびスーパーバイザエンジンのLEDについては、Cisco.comで入手可能な『Catalyst
6500 Ethernet Module Installation Guide（Catalyst 6500イーサネットモジュール設置ガイド）』およ
び『Catalyst 6500 Series Switch Supervisor Engine Guide（Catalyst 6500シリーズスイッチスーパー
バイザエンジンガイド）』を参照してください。

ファントレイ（LED）
ファントレイには、次の図に示されるように、ID LEDおよびファンステータス LEDが含まれま
す。 LEDのさまざまな状態を次の表に示します。

図 2：ファントレイ LED の場所

Fan Status2ID1

表 3：ファン ID LED および説明

意味LED カラー

シャーシのファンモジュールを識別します青色

表 4：ファンステータス LED と説明

意味LED カラー

ファンは正常に動作していますグリーン

1つまたは複数の個別ファンに障害が発生しま
した

赤
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   OL-30656-01-J 9

製品概要

LED



関連トピック

ファントレイの取り外しおよび取り付け, （61ページ）

ファントレイのトラブルシューティング, （115ページ）

ファントレイ, （5ページ）

エアーフロー, （17ページ）

電源モジュールの LED
PSMには、次の図に示すように IN、OUT、および FAULT LEDが含まれます。 LEDのさまざま
な状態を次の表に示します。

図 3：電源モジュール LED の位置

FAULT3IN1

OUT2

PSM LEDと説明

意味LED カラーLED

入力 ACが存在し、正規の範囲内にありますグリーンIN

入力 ACは存在しますが、正規の範囲内にないか、AC電源
が直前に切断され、電源の内部回路がまだ充電されていま

す。

グリーン（点滅）

電源出力が正常ですグリーンOUT 4

出力が電源制限または過電流状態になっていますグリーン（点滅）

電源モジュールに障害が発生しています赤FAULT
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4
システムのオン/オフスイッチは電源の出力のオンとオフを切り替えます。

関連トピック

電源モジュールの取り外しおよび取り付け, （56ページ）

電源モジュールのトラブルシューティング, （114ページ）

電源モジュール, （5ページ）

電源入力モジュール, （8ページ）

電源コンバータ LED
PSCには、次の図に示すようにステータス LEDおよび ID LEDが含まれます。 LEDのさまざまな
状態を次の表に示します。

図 4：電源コンバータ LED の位置

ID2Status（ステータス）1

表 5：PSC のステータス LED と説明

意味LED カラー

モジュールからのA3.3Vが正常範囲内にありま
す

グリーン

モジュールからのA3.3Vが正常範囲内にありま
せん

赤

表 6：ID LED および説明

意味LED カラー

シャーシの電源コンバータモジュールを識別し

ます

青色
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関連トピック

電源コンバータの取り外しおよび取り付け, （64ページ）

電源コンバータ, （8ページ）

背面パネル
これらの背面パネルのコンポーネントは、シャーシのバックプレートの後ろに置かれています。

• Backplane

•クロックモジュール

• Voltage Termination-Enhanced VTT-Eモジュール

図 5：Cisco Catalyst 6807-XL 背面パネル

バックプレーンの帯域幅

バックプレーンは以下をサポートします。
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• 4チャネル：各モジュールスロットには各スーパーバイザエンジンスロットに接続されて
いる 4つのチャネル（合計 8つ）があります。

•以下のクロック周波数：

◦ 3.13 GHz：最大 20 Gbps（チャネルあたり）

◦ 6.25 GHz：最大 40 Gbps（チャネルあたり）

◦ 7.50 GHz：最大 55 Gbps（チャネルあたり）

◦ 15.0 GHz：最大 110 Gbps（チャネルあたり）

Supervisor Engine 2Tでは、スイッチは、スロットあたり 220Gをサポートします。シャーシ
は、スロットあたり 880Gまでサポートできます。

（注）

クロックおよび VTT モジュール
スイッチは、内蔵の冗長性を持つ交換可能なクロックをサポートしています。サポートされてい

るモデル番号は CLK-7600です。

背面保守可能な 3種類の交換可能な Voltage Termination（VTT-E）は、バス信号用に（裏地板の
背後に配置）参照電圧を提供します。サポートされているモデル番号はWS-C6K-VTT-Eです。

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
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第 2 章

設置の準備

• 安全上の警告, 15 ページ

• 設置環境の条件, 16 ページ

• 電力要件, 27 ページ

• ケーブル配線の要件, 28 ページ

• ラックに設置する場合の注意事項, 28 ページ

• 設置環境チェックリスト, 30 ページ

安全上の警告
誤って行うと危険が生じる可能性のある操作については、安全上の警告が記載されています。各

警告文に、警告を表す記号が記されています。次の警告は、一般的な警告で、マニュアル全体に

適用されます。

クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

設置手順を読んでから、システムを電源に接続してください。ステートメント 1004警告

この製品は設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計され

ています。保護デバイスの定格 250V、20Aを超えないようにしてください。ステートメント
1005

警告

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
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この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限され

た場所とは、特殊な工具、錠と鍵、またはその他のセキュリティ手段を使用しないと入れない

場所を意味します。ステートメント 1017

警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

設置環境の条件
システムを正常に運用するには、スイッチを適切な場所に設置し、装置ラックやワイヤリングク

ローゼットを適切に配置する必要があります。ここでは、スイッチの設置を準備するうえで認識

しておく必要がある、以下を含む基本的な設置環境の条件について説明します。

•環境要因がシステムのパフォーマンスおよび耐久年数に悪影響を及ぼす可能性があります。

•スイッチは囲いのある保護された場所に設置し、資格のある担当者だけがスイッチにアクセ
スし、環境を管理するようにする必要があります。

•複数の装置を近づけて設置したり、換気が不十分であったりすると、システムが過熱状態に
なり、コンポーネントに障害が発生する場合があります。

•装置を不適切に配置すると、シャーシパネルに手が届きにくくなり、システムのメンテナン
ス作業が困難になります。

•スイッチは、乾燥して清潔で、換気が良く、空調が管理された環境に設置する必要がありま
す。

•正常な動作を確実に行うには、換気を行います。エアーフローが遮断または制限されている
場合、吸気が熱くなりすぎて過熱状態になることがあります。すると、システムコンポー

ネントを保護するためにスイッチ環境モニタ機能がシステムをシャットダウンする場合があ

ります。

•シャーシの上下にほとんど隙間をあけることなく、複数のスイッチをラックに搭載できま
す。ただし、スイッチを別の装置のラックに取り付ける場合、またはスイッチを別の装置近

くの床に設置する場合、装置からの排気がスイッチシャーシの吸気口に流れ込まないように

してください。

温度

温度がその定格温度の上限または下限に達すると、システムが減退した効率で動作したり、チッ

プの早期老朽化および障害、機械装置の障害などのさまざまな問題が発生する場合があります。
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また、極端な温度変化によって、チップがソケットから外れることがあります。次のガイドライ

ンに従ってください。

•システムが 10 °C（50 °F）以上 35 °C（95 °F）以下の環境で動作していることを確認します。

•また、シャーシに適切な換気があるかどうかを確認します。

•通風を妨げるおそれのある壁はめ込み式ユニットや布の上にはシャーシを置かないでくださ
い。

•特に午後になって直射日光が当たる場所にシャーシを設置しないでください。

•暖房の吹き出し口などの熱源のそばにシャーシを置かないようにしてください。

•高地では、特に適切な換気が重要となります。システムのすべてのスロットおよび開口部、
特にシャーシ上のファンのエアーフロー孔はふさがないようにします。

•設置場所のクリーニングを定期的に実施して、ほこりやごみがたまらないようにしてくださ
い。ほこりやごみがたまるとシステムが過熱するおそれがあります。

•システムが異常な低温にさらされた場合は、2時間のウォームアップ時間をとって、正常な
動作温度にまで温度が上昇してから、電源をオンにしてください。

これらのガイドラインに従わないと、シャーシ内部のコンポーネントに損傷を与えるおそれがあ

ります。

エアーフロー

スイッチは、スーパーバイザエンジン、モジュール、および電源装置を冷却するために十分な空

気が得られる環境に設置されることを前提に設計されています。シャーシを通過する空気の流れ

が制限されている、または周囲温度が上昇している場合、システムのコンポーネントを保護する

ために、スイッチ環境モニタがシステムをシャットダウンする場合があります。

スイッチシャーシで適切な換気を維持するには、壁とシャーシの空気取り入れ口の間、または壁

とシャーシの熱排気口の間で 15 cm（6インチ）以上のスペースを確保することが推奨されます。
スイッチシャーシを隣接するラックに設置する場合、シャーシの空気取り入れ口ともう 1台の
シャーシの熱排気口との間に 30.5 cm（12インチ）以上の隙間を設ける必要があります。シャー
シ間に適切なスペースが確保されていない場合、スイッチシャーシ内に他のスイッチシャーシか

らの排気が取り込まれて過熱し、障害が発生する可能性があります。

スイッチを格納ラック、または部分的に密閉されたラックに設置する場合、設置場所が次のガイ

ドラインを満たしているかを確認することを強く推奨します。

•ラックの両側面とシャーシの吸気グリルおよびシャーシ排気グリルとの間に 6インチ（15
cm）以上の隙間があることを確認してください。

•格納ラックまたは部分的に密閉されたラック内の温度がシャーシの動作温度範囲内であるこ
とを確認してください。シャーシをラックに取り付けたら、シャーシに電源を投入して、

シャーシの温度が安定するまで（およそ 2時間）待機します。外気温度計を、スーパーバイ
ザエンジンが取り付けられたシャーシのスロットに沿ってグリルから 2.5 cm（1インチ）離
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して取り付け、シャーシの空気取り入れ口グリルおよび排気グリルで周囲の気温を測定しま

す。

•吸気口の周辺温度が 104°F（40°C）未満である場合は、そのラックは吸気温の基準を満
たしています。

•吸気口の周辺温度が 104°F（40°C）を超える場合、システムにマイナー温度アラームが
発生する可能性があり、過熱の危険があります。

•吸気口の周辺温度が 131°F（55°C）以上である場合、システムにメジャー温度アラーム
が発生し、システムはシャットダウンします。

•格納ラックまたは部分的に密閉されたラックでは、次のようにスイッチシャーシ内に十分な
エアーフローが確保されていることを確認してください。

•測定した吸気温度と排気温度との差が10°Cを超えない場合は、ラックには十分なエアー
フローが確保されています。

•温度差が 10°Cを超える場合は、シャーシを冷却するためのエアーフローが不足してい
ます。

この吸気と排気の10 °Cの温度差は、デジタル外気温度計で測定して判別しま
す。この温度差を測定するために、シャーシ内部の温度センサーを使用しな

いでください。

（注）

•拡張する場合は、あらかじめ計画を立ててください。密閉型ラックまたは部分的に密閉され
たラックに取り付けられているスイッチは、周囲温度およびエアーフローの現在の要件を満

たす必要があります。ただし、ラックにシャーシを追加したり、ラック内のシャーシにモ

ジュールを追加したりした場合は、発熱量が増加してラック内の温度が 40 °C（104 °F）を超
え、マイナーアラームが発生することがあります。

関連トピック

ファントレイの取り外しおよび取り付け, （61ページ）

ファントレイのトラブルシューティング, （115ページ）

ファントレイ（LED）, （9ページ）

ラックエンクロージャキャビネットの選択

シスコは、次のラックエンクロージャをシスコ製品と互換性があるものとして確認しています。

Panduit Corporation

次の Panduit Corporationのラックおよび排熱ダクトは、Cisco Catalyst 6807-XLスイッチと互換性
があると認識されています。

• 4ポストラック：製品番号 R4P23、R4P、および R4P36。

   Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
18 OL-30656-01-J  

設置の準備

エアーフロー



•排熱ダクト（上記のラックに適合）：製品番号 R4PAE4。

これらのラックおよび排熱ダクトシステムの詳細については、PanduitCorporationにお問い合わせ
ください。Webサイトは http://www.panduit.comです。カスタマーサービスおよびテクニカルサ
ポートの電話番号は 800 777-3300です。

Chatsworth Products, Inc.

Nシリーズ TeraFrame Network Gen 3キャビネットの製品ラインは、Cisco Catalyst 6807-XLスイッ
チと互換性があります。特定のデータセンターエアーフロー戦略をサポートするために、複数

の製品構成を利用できます。

•アイルコンテインメントを含むホットアイルおよびコールドアイルの構成：製品番号
NF1U-113C-C42-1（または代替サイズ）。

•垂直排気ダクト構成：製品番号 NF1U-114C-C62-1（または代替サイズ）。

このラックエンクロージャの詳細については、Chatsworth Products, Inc.に問い合わせてください。
完全な製品情報については、http://www.chatsworth.com/n-seriesにアクセスしてください。また、
一般情報については、http://www.chatsworth.comにアクセスしてください。カスタマーサービス
およびテクニカルサポートの電話番号は、800 834-4969です（月曜日から金曜日の午前 5時から
午後 5時（05:00から 17:00）太平洋時間）。

関連トピック

ラックに設置する場合の注意事項, （28ページ）

シャーシファントレイ

シャーシのファンアセンブリは、スーパーバイザエンジンおよびスイッチングモジュールに冷

却用の空気を供給します。ファントレイはサイドツーサイド（右から左）のエアーフローをサ

ポートします。必要に応じて、エアーフローバッフルまたは専用のデータセンターラックを使

用してエアーフローの排気を後部に送ることができます。次の表は、スイッチがサポートする

ファントレイモデル、およびエアーフロー構造と要件について説明しています。

表 7：通気仕様およびファントレイのサポート

空気量エアフィルタの有

無

エアーフローの

排気口

エアーフローの

吸気口

ファントレイのモデル

番号

850 CFMNo左側右側C6807-XL-FAN
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図 6：エアーフローの方向

モジュールの排気口3モジュールの空気取り入れ口1

電源の排気口4電源の空気取り入れ口2

湿度

湿度が高いと、湿気がシステム内まで浸透する可能性があります。この湿気が原因で、内部コン

ポーネントの腐食と、電気抵抗、熱伝導性、物理的強度、サイズなどの特性の劣化が起こること

があります。システム内に湿気が充満してくると、ショートを起こすおそれがあります。ショー

トが起きると、システムに重大な損傷を起こしてしまう場合があります。各システムの動作時の

定格湿度は、相対湿度 5～ 90 %、1時間あたりの湿度変化 10 %です。保管時では、システムは
5～ 95%の相対湿度に耐えることができます。温暖期の空調と寒冷期の暖房により室温が四季を
通して管理されている建物内では、システム装置にとって、通常許容できるレベルの湿度が維持

されています。ただし、システムを極端に湿度の高い場所に設置する場合は、除湿装置を使用し

て、湿度を許容範囲内に維持してください。

高度

標高の高い（気圧の低い）場所でシステムを稼働させると、対流型の強制冷却機能の効率が低下

し、アーク放電やコロナ放電などの電気障害の原因になる場合があります。また、このような状

況では、電解コンデンサなどの、内部圧力がかかっている密閉コンポーネントが動作しなかった
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り、その効率が低下したりする場合もあります。各システムが動作する定格高度は -16～ 1981 m
（-50～ 6500フィート）で、-16～ 10,668 m（-50～ 35,000フィート）の高度で保管できます。

埃と微粒子

シャーシ内のさまざまな開口部を通じて室温の空気を吸気し、加熱された空気を排気することに

よって、ファンは電源装置およびシステムコンポーネントを冷却します。しかし、ファンはほこ

りやごみを吸い込み、システムに混入物質を蓄積させ、内部シャーシの温度が上昇する原因にも

なります。清潔な作業環境を保つことで、ほこりやごみによる悪影響を大幅に減らすことができ

ます。これらの異物は絶縁体となり、システムの機械的なコンポーネントの正常な動作を妨げま

す。次に示す規格では、許容される動作環境および浮遊する粒子状物質の許容レベルについて規

定されています。

• National Electrical Manufacturers Association（NEMA）Type 1

•国際電気標準会議（IEC）IP-20

腐食

システムコネクタの腐食は、徐々に進行し、最終的に電力回路の間欠的な障害を引き起こす原因

になる場合があります。人間の指先に付着した油脂分や、高温多湿の環境に長時間さらされたこ

とが原因で、システム内の各種のコンポーネントに取り付けられている金めっきのエッジコネク

タやピンコネクタが腐食することがあります。腐食を防ぐために、基板やカード上の接点には触

れないでください。また、極端な温度、および湿気や塩分の多い環境からシステムを保護してく

ださい。

EMI および無線周波数干渉
システムからの電磁波干渉（EMI）および無線周波数干渉（RFI）は、システムの周辺で稼働して
いる装置（ラジオおよびテレビ受信機）に悪影響を及ぼす可能性があります。システムが発する

無線周波数は、コードレスおよび低出力の電話にも干渉することがあります。逆に、高出力の電

話からの RFIによって、システムのモニタに意味不明の文字が表示されることがあります。 RFI
とは、10 kHzを超える周波数を発生する EMIのことです。このタイプの干渉は、電源コードお
よび電源または送信される電波の形で空気中を通じてシステムから他の装置に伝わる場合があり

ます。米国連邦通信委員会（FCC）は、コンピュータ装置が放出する EMIおよびRFIの量を制限
する固有の規制を公表しています。各システムは、FCCの規格を満たしています。 EMIおよび
RFIの発生を抑えるために、次の注意事項に従ってください。

•常にシャーシカバーを取り付けた状態でシステムを運用します。

•シャーシのすべてのスロットが金属製フィルタブラケットによって覆われており、未使用の
電源ベイに金属製カバープレートが装着されていることを確認します。

•すべての周辺ケーブルコネクタのネジが、シャーシ背面の対応するコネクタに確実に締め付
けられていることを確認します。
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•システムと周辺装置との接続には、必ず、金属製コネクタシェル付きのシールドケーブル
を使用します。

電磁界内で長距離にわたって配線を行う場合、磁界と配線上の信号の間で干渉が発生することが

あります。このため、プラント配線を行う場合は、次の 2点に注意する必要があります。

•配線を適切に行わないと、プラント配線から無線干渉が発生することがあります。

•特に雷または無線電信機によって起こされる強力なEMIは、シャーシ内の信号ドライバやレ
シーバを破損したり、電圧サージが回線を介して装置内に伝導するなど、電気的に危険な状

況をもたらす原因になります。

強力な EMIを予測し、解決策を提供するには、RFIの専門家に問い合わせてください。（注）

アース用導体を確実に施設してプラント配線にツイストペアケーブルを使用すると、プラント配

線から無線干渉が発生することはほとんどありません。推奨距離を超える場合は、データ信号ご

とにアース導体を施した高品質のツイストペアケーブルを使用してください。

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）

を適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

配線が推奨距離を超える場合、または配線が建物間にまたがる場合は、近辺で発生する落雷の影

響に十分に注意してください。雷などの高エネルギー現象で発生する電磁波パルスにより、電子

装置を破壊するほどのエネルギーが非シールド導体に発生することがあります。過去にこのよう

な問題が発生した場合は、電力サージ抑止やシールドの専門家に相談してください。

電源の切断

システムは、AC電源によって供給される電圧の変動の影響を特に受けやすくなっています。過
電圧、低電圧、および過渡電圧（またはスパイク）によって、データがメモリから消去されたり、

コンポーネントの障害が発生するおそれがあります。このような問題から保護するには、電源

コードが常に適切にアースされる必要があります。また、システムは、専用電力回路に設置して

ください（電力を大量に消費する他の機器と回路を共用しないでください）。一般に、システム

の回路は次の機器とは共用できません。

•コピー機

•エアコン

•電気掃除機

•ストーブ

•電動工具
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•テレタイプ

•レーザープリンタ

• Fax

•その他の電動装置

これらの電気製品に加えて、システムの電源装置にとって最大の脅威となるのは、雷によるサー

ジ電圧、または停電です。雷が発生しているときは、できるだけシステムおよび周辺機器の電源

をオフにし、プラグを電源から抜いてください。システムに電源が入っている状態で停電が発生

した場合は、一時的なものであっても、ただちにシステムの電源をオフにし、コンセントから外

します。システムの電源を入れておくと、電源が復旧した場合に問題が発生するおそれがありま

す。同じ場所で電源をオフにしていなかった他のすべての電気製品が、大きな電圧スパイクを起

こし、システムに損傷を与える場合があります。

システムのアース接続

シャーシ設置プロセスの一部として、システムアースを取り付ける必要があります。シャーシを

設置する際にシステムに十分なアース接続を行う場合、3P ACプラグ（アース付き）を使用する
だけでは不十分です。

適切にアースすることで、建物とその中に設置された装置を低インピーダンスで接続し、シャー

シ間の電圧差を低くすることができます。のシステムアースを取り付けると、感電の危険性を低

減あるいは防止でき、過渡電流によって装置が損傷する可能性を大幅に低減できます。またデー

タが破損する可能性もはるかに小さくなります。

適切かつ完全なシステムアースを使用しない場合、ESDによってコンポーネントが損傷する危険
性が高くなります。さらに、のシステムアースを使用しない場合、データが破損したり、システ

ムがロックアップしたり、システムが頻繁にリブートしたりする可能性が著しく高くなります。

3P ACプラグ（アース付き）だけを使用してシャーシを設置すると、装置に問題が発生した
り、データが破損したりする危険性が、3PACプラグ（アース付き）とのシステムアースの両
方を使用して適切に設置された場合よりもはるかに高くなります。

注意

以下の表は、一般的なアースのガイドラインを示しています。
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表 8：アース接続のガイドライン

推奨されるアース方法電磁ノイズの重大度

レベル

環境

製造業者の推奨事項に厳密に従い、す

べての避雷装置を取り付ける必要があ

ります。雷電流を流す導体は、適用

可能な推奨事項と規範に従い、電力線

およびデータ回線から離しておく必要

があります。最善のアース接続を行

う必要があります。

高商業用ビルが、落雷の危険性にさ

らされている。

たとえば、フロリダなどの米国内

の一部の地域は、他の地域に比べ

落雷の危険性が高い。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。

高商業用ビルが、頻繁に雷雨は発生

するが、落雷の危険性の低いエリ

アにある。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。

中ないし高商業用ビルに、情報テクノロジー

機器と溶接などの工業設備が混在

している。

最善のアース接続を行う必要がありま

す。可能であればノイズの発生源お

よび原因を特定し、発生源でノイズの

発生をできるかぎり低減するか、また

はノイズの発生源と被影響機器の間の

カップリングを減らします。

中既存の商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。過去に電磁ノイズが原因で

設備が故障したことがある。

最善のアース接続を行うことを推奨し

ます。電磁気ノイズによる問題の発

生は予想されませんが、新しいビルで

は最善のアース接続を行うことが往々

にして最も低コストであり、かつ将来

のために有益です。

低新しい商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。

最善のアース接続を行うことを推奨し

ます。電磁気ノイズによる問題の発

生は予想されませんが、最善のアース

接続をすることを強く推奨します。

低既存の商業用ビルは、自然環境に

よるノイズにも、人工の工業ノイ

ズにもさらされていない。このビ

ル内は、標準的なオフィス環境で

ある。
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すべてのケースにおいて、アース接続の方法は、NationalElectricCode（NEC）の第250条に定
める要件またはその地域の法令に準拠する必要があります。シャーシからラックアースまた

は共通ボンディング網（CBN）に直接アース接続する場合、6 AWGアース線を使用すること
を推奨します。装置ラックも 6AWGアース線を使用して、CBNに接続する必要があります。

（注）

FXSモジュールを取り付ける場合は、追加のアース接続が必要です。（注）

すべてのモジュールが完全に取り付けられ、非脱落型ネジが完全に締められていることを必ず

確認してください。さらに、すべての I/Oケーブルと電源コードが適切に接続されていること
を確認してください。これらの方法は、すべての設置時に従う必要がある標準的な設置方法

です。

（注）

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）

を適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

電気製品を扱う場合の注意

電気機器を取り扱う際には、次の注意事項に従ってください。

•危険を伴う作業は、一人では行わないでください。

•回路の電源が切断されていると思い込まず、作業前に必ず回路の電源が切断されていること
を確認してください。

•床が濡れていないか、アースされていない電源延長コード、摩耗または損傷した電源コード
や保護アースの不備などがないか、作業場所の安全を十分に確認してください。

•電気事故が発生した場合は、次の手順に従ってください。

◦負傷しないように十分注意してください。

◦システムの電源を切断してください。

◦可能であれば、医療を受けるために別の人を呼びます。それができないときは、被害者
の状態を見極めてから助けを呼んでください。

◦負傷者に人工呼吸または心臓マッサージが必要かどうかを判断し、適切な処置を施して
ください。

•製品を使用する場合は、指定された電力定格内で使用し、製品の使用説明書に従ってくださ
い。
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•製品は、各地域および国の電気関連法規に従って設置してください。

•次の状態のいずれかが発生した場合は、Cisco Technical Assistance Center（TAC）に連絡して
ください。

◦電源コードまたはプラグが破損している。

◦何かの物体が製品に入り込んだ。

◦製品に水またはその他の液体がかかってしまった。

◦製品が落下した、あるいは製品に損傷を受けた形跡がある。

◦操作指示に従っているのに、製品が正しく動作しない。

•正しい外部電源を使用してください。製品は、電力定格ラベルに記載されている種類の電源
だけを使用して稼働させてください。必要な電源の種類が不明な場合は、Cisco TACまたは
最寄りの電気技師に確認してください。

•承認されている電源コードだけを使用してください。購入されたシャーシ電源装置には、購
入された国で使用されることを意図した電源コードが 1本または複数付属しています。追加
の電源コードを購入する必要がある場合には、電源コードが製品に適したものであり、製品

の電力定格ラベルに記載されている定格電圧および定格電流に適合していることを確認して

ください。電源コードの定格電圧および定格電流は、電力定格ラベルに記載されている定格

より大きくなければなりません。

•感電を防止するために、すべての電源コードを適切にアースされているコンセントに接続し
てください。これらの電源コードには、適切なアースを確保するのに役立つ、アース線付き

3Pプラグが付いています。アダプタを使用したり、電源コードからアース線を取り外さな
いでください。

•電源ストリップの定格を遵守してください。電源ストリップに接続されている全製品の定格
電流の合計が電源ストリップの定格の 80%を超えないことを確認してください。

•電源コードやプラグを自分で改造しないでください。設置場所に変更を加える場合には、相
応の資格を持つ電気技術者または電力会社に相談してください。必ず電気配線に関する地方

自治体の条例および国の法令に従ってください。

静電破壊の防止

静電（ESD）破壊は、モジュールまたは他の FRUが不適切に扱われ、モジュールまたは FRUが
断続的または完全に故障した場合に発生する場合があります。モジュールには、金属製フレーム

に固定されたプリント基板があります。 EMIシールドおよびコネクタは、キャリアの統合コン
ポーネントです。金属性フレームは、ESDからプリント基板を保護しますが、モジュールを扱う
ときには必ず、静電気防止用アースストラップを着用してください。静電破壊を防ぐために、次

の注意事項に従ってください。

•静電気防止用リストストラップを肌に密着させて着用してください。静電気防止アースス
トラップにはバナナプラグ、金属製バネクリップ、またはワニ口クリップ付きのものがあ
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ります。シャーシには、前面パネルにバナナプラグコネクタが装備されています（コネク

タの横にあるアース記号で識別されます）。

•ほとんどの FRUに付属している使い捨ての静電気防止用リストストラップまたはワニ口ク
リップ付きの静電気防止用リストストラップを使用する場合は、静電気防止用リストスト

ラップに適切なアースポイントを確保するためにシステムのアースラグをシャーシに取り

付ける必要があります。

関連トピック

システムアースの確立, （46ページ）

静電気防止用ストラップの着用, （48ページ）

電力要件
スイッチシャーシに取り付けた電源モジュールは、AC入力のみを使用する必要があります。ス
イッチの設置準備を行う際は、次の要件に従ってください。

•複数の電源装置を使用するシステムの場合、各電源装置をそれぞれ別の入力電源に接続して
ください。別の電源に接続しないと、外部配線に不具合があったり、回路ブレーカーが落ち

たりした場合、システム全体の電力が失われることになります。

•入力電源が失われないように、各電源回路上の合計最大負荷が、配線とブレーカーの定格電
流の範囲内であることを確認してください。

•システムによっては、無停電電源（UPS）を使用して設置場所の電源障害に備えたほうがよ
い場合もあります。UPSを選択する場合、鉄共振技術を採用している一部のUPSモデルは、
力率補正（PFC）を使用するスイッチ電源装置と併用すると不安定になる可能性があること
に留意してください。その結果として、スイッチへの出力電圧波形が歪み、システムの電圧

が低下する場合があります。

• AC入力電源装置には、取り外し可能な電源コードがあります。

•シャーシの各電源装置には、別個の専用の分岐回路が必要です。

•北米：1300 Wおよび 3000 W電源装置には、20 Aの回路が必要です。

•その他各国：各国および地域の規定に準拠した回路を使用してください。

•北米で 200または 240 VAC電源を使用する場合、回路を 2極回路ブレーカーで保護する必要
があります。

•システムから 1.8 m（6フィート）以内の操作しやすい場所に AC電源コンセントが必要で
す。

•シャーシとプラグ接続する AC電源レセプタクルには、アース付きのタイプを使用してくだ
さい。レセプタクルに接続するアース用導体は、サービス装置レベルの保護アースに接続す

る必要があります。
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ケーブル配線の要件
オーバーヘッドケーブルトレイまたはサブフロアケーブルトレイに電源コードとデータケーブ

ルを一緒に配線する場合には、次の注意事項に留意してください。

電源コード配線と他の潜在的なノイズ発生源は、シスコ機器で終端する LANケーブル配線か
らできるだけ離して設置することを強く推奨します。長いパラレルケーブルを 3.3フィート
（1 m）以上離して設置できない場合には、潜在的なノイズ発生源をシールドするようにして
ください。干渉を防ぐには、ケーブルをアース付きの金属性コンジットに通してシールドす

る必要があります。

注意

また、カテゴリ 5eおよびカテゴリ 6のイーサネットケーブルを使用する場合には、次の注意事項
にも留意してください。

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）

を適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

ラックに設置する場合の注意事項
Cisco Catalyst 6807-XLスイッチは、開放型ラックと密閉型ラックのどちらにでも設置できるよう
に設計されています。スイッチは 19インチ装置ラックに取り付けることができます。 2支柱ま
たは 4支柱 19インチ標準装置ラックを使用している場合、スイッチをラックマウントする前に装
置ラックが以下のガイドラインに準拠していることを確認してください。

• 2つのフロントマウントレールの間で測定されるラックの幅は、以下のいずれかである必要
があります。

• 44.45 cm（17.5インチ）

• 17.75インチ（45.09 cm）

•フロントマウントおよびリアマウントストリップの間で測定されるラックの奥行きは 44.72
cm（17.61インチ）以上である必要があります。

•ラックは、シャーシを挿入するのに十分な高さと奥行きのスペースを持つ必要があります。
シャーシの高さは 44.45 cm（17.5インチ）です。
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シャーシの高さの計測にはラックマウント単位（RUまたは単にU）が使用さ
れることがあります。1 RUつまり 1 Uは 44.45 mm（1.75インチ）です。標準
的なサーバラックの高さは 42 RUつまり 42 Uです。 Cisco Catalyst 6807-XL
スイッチシャーシの高さは 10 RUです。

（注）

23インチの Telcoタイプのラックには、センターラックマウントキットを使用できます。キッ
トはアクセサリキットには含まれませんが、別途発注できます（部品番号

C6800-XL-CNTR-MNT=）。設置手順はキットに付属しています。

ラックにキャスタが付いている場合、ブレーキなどでラックが固定されていることを確認して

ください。

注意

安定性に注意してください。ラックの安定装置をかけるか、ラックを床にボルトで固定して

から、保守のために装置を取り外す必要があります。ラックを安定させないと、転倒するこ

とがあります。ステートメント 1048

警告

ラックへのユニットの設置や、ラック内のユニットの保守作業を行う場合は、負傷事故を防ぐ

ため、システムが安定した状態で置かれていることを十分に確認してください。安全を確保

するために、次のガイドラインを守ってください。

警告

•ラックに設置する装置が 1台だけの場合は、ラックの一番下に取り付けます。

•ラックに複数の装置を設置する場合は、最も重い装置を一番下に設置して、下から順番
に取り付けます。

•ラックにスタビライザが付いている場合は、スタビライザを取り付けてから、ラックに
装置を設置したり、ラック内の装置を保守したりしてください。ステートメント 1006

シャーシは、ANSI/EIA310-D規格およびETS300-119規格に適合する装置ラックに取り付ける
ように設計されています。

（注）

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
   OL-30656-01-J 29

設置の準備

ラックに設置する場合の注意事項



Catalystスイッチシャーシを通じて適切に換気するには、壁とシャーシのエアーフロー口の
間、または壁とシャーシの排気口の間を 15 cm（6インチ）以上離すことを推奨します。ま
た、過熱したシャーシの排気口と別のシャーシのエアーフロー口との間を12インチ（30.5cm）
以上離してください。空間を十分に取らないと、シャーシが過熱してシステムに障害が発生

します。気流が前面から背面に流れるCatalystスイッチのシャーシでは、シャーシは並んで設
置できます。

（注）

関連トピック

ラックエンクロージャキャビネットの選択, （18ページ）

アクセサリキット, （36ページ）

設置環境チェックリスト
次の表は、スイッチの設置前に実行する必要がある設置環境アクティビティを示しています。各

作業の完了を確認して、スイッチを適切に設置してください。

表 9：設置環境チェックリスト

日付時刻確認者アクティブな状態作業番

号

設置場所の確認

•広さおよびレイアウト

•床の表面仕上げ

•衝撃および振動

•照明

•メンテナンス作業の容易さ

1

環境の確認

•周囲温度

•湿度

•高度

•空気の汚染

•エアーフロー

2
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日付時刻確認者アクティブな状態作業番

号

電源の確認

•入力電源のタイプ

•電源コンセント（電源装置の種類によって異なります）
5

•電源コンセントと機器の距離。

•冗長電源モジュール用の専用（個別）回路。

•電源障害時用の UPS6

3

アースの確認

•回路ブレーカーの容量

• COアース（AC電源システム）

4

ケーブルおよびインターフェイス機器の確認

•ケーブルタイプ

•コネクタタイプ

•ケーブルの距離制限

•インターフェイス機器（トランシーバ）

5

EMIの確認

•信号の距離制限

•設置場所の配線

• RFIレベル

6

5
シャーシに搭載されている各電源装置に専用の AC電源回路が割り当てられていることを確認します。

6 UPSに必要な出力決定におけるサイジングの基準として電源装置の VA定格を参照します。電源装置の kVA定格値は、付録 A（電源仕様）
にある電源ごとの仕様の表に示されています。
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第 3 章

スイッチの設置

• インストール作業, 33 ページ

• アクセサリキット, 36 ページ

• スイッチの開梱, 37 ページ

• シャーシの L字金具, 38 ページ

• ラックマウントシェルフキットの取り付け, 39 ページ

• シャーシのラックへの取り付け, 43 ページ

• システムアースの確立, 46 ページ

• 静電気防止用ストラップの着用, 48 ページ

• スイッチシャーシの設置の確認, 50 ページ

• スーパーバイザエンジンのコンソールポートの接続 , 51 ページ

• トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストール, 52 ページ

インストール作業
スイッチを設置する手順は、以下の表に示される一連の作業に分けることができます。

表 10：インストール作業

説明タスク

梱包材からスイッチを取り出します。

後でシャーシの移動が必要になったときに使用できる

よう、梱包材を保管しておくことをお勧めします。

（注）

スイッチの開梱
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説明タスク

ラックにシャーシを設置する前に、ラックマウントシェルフを

取り付けます。シェルフブラケットは、シャーシの重量を支え

るのに役立ちます。

ラックマウントシェルフキッ

トの取り付け

シャーシを開放型または閉鎖型の標準19インチのラックに設置
します。

シャーシのラックへの取り付け

建物のアースからシャーシのシステムアースポイントに、シス

テムアース線を接続します。

システムのアースへのシャーシ

の接続

シャーシと一緒に注文したモジュールは出荷時にシャーシに設

置されています。ブランクの前面プレートは、空きモジュール

スロットに設置されます。

•サポートされるデバイスのリストについては、スーパーバ
イザエンジン, （3ページ）およびModules, （4ペー
ジ）を参照してください。

•インストール手順の詳細については、Cisco.comで入手可
能な『Catalyst 6500 Series Switch Supervisor Engine Guide
（Catalyst 6500シリーズスイッチスーパーバイザエンジ
ンガイド）』および『Catalyst 6500 Ethernet Module
Installation Guide（Catalyst 6500イーサネットモジュール
設置ガイド）』を参照してください。

スーパーバイザエンジンおよ

びラインカードを設置し、ネッ

トワークへケーブル接続する

シャーシと一緒に注文したPSMは配送時にシャーシに設置され
ています。ブランクの前面プレートは、空き電源モジュールス

ロットに設置されます。

詳細については、「電源モジュールの取り外しおよび取り付け,
（56ページ）」の章を参照してください。

電源装置の取り付け

シャーシと一緒に注文したファントレイは、配送時にシャーシ

に設置されています。

詳細については、「ファントレイの取り外しおよび取り付け,
（61ページ）」の章を参照してください。

ファントレイの取り付け

ネットワークのケーブル接続を行い、システムアースが接続さ

れていることを確認した後、電源装置をオンにします。システ

ムの電源が投入され、一連の組み込み診断が実行されます。

シャーシの電源投入

これらの警告はスイッチ設置プロセスの全体に適用されます。
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クラス 1レーザー製品です。ステートメント 1008警告

この装置は、立ち入りが制限された場所への設置を前提としています。立ち入りが制限され

た場所とは、特殊なツール、ロックおよびキー、または他のセキュリティ手段を使用しないと

入室できない場所を意味します。ステートメント 1017

警告

この装置には複数の電源装置接続が存在する場合があります。すべての接続を取り外し、装

置の電源を遮断する必要があります。ステートメント 1028
警告

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

怪我またはシャーシの破損を防ぐために、モジュール（電源装置、ファン、またはカードな

ど）のハンドルを持ってシャーシを持ち上げたり、傾けたりすることは絶対に避けてくださ

い。これらのハンドルは、シャーシの重さを支えるようには設計されていません。ステート

メント 1032

警告

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作業

を行うときは注意してください。ステートメント 1034
警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメ

ント 1040
警告

この装置の設置および保守は、保守担当者（AS/NZS3260で定義）が行ってください。この装
置を誤って汎用コンセントに接続すると危険な場合があります。主電源コネクタの電源を抜

く前、ハウジングが開いている間、または主電源コネクタの電源を抜く前でハウジングが開い

ている間に、通信回線を切断する必要があります。ステートメント 1043

警告

この製品は、設置する建物に回路短絡（過電流）保護機構が備わっていることを前提に設計さ

れています。一般および地域の電気規格に準拠するように設置する必要があります。ステー

トメント 1045

警告
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装置を設置または交換する際は、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステー

トメント 1046
警告

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしない

でください。ステートメント 1051

警告

機器の取り付けは各地域および各国の電気規格に適合する必要があります。ステートメント
1074

警告

アクセサリキット
Cisco Catalyst 6807-XLスイッチシャーシにはアクセサリキットが同梱されています。次のコン
ポーネントは、アクセサリキットの一部として提供されます。

•標準 19インチラックマウント L型ブラケット：L型ブラケットは、シャーシの左前面およ
び右前面に工場出荷時に取り付けられています。関連するラックマウント用ハードウェアは

キットに含まれています。

製造元によっては、10-32または12-24のどちらかのネジに合わせてネジ山の切られた穴が、
ラックの支柱にあらかじめ設けられている場合があります。ラックの支柱にネジ穴がない場

合は、10-32または 12-24のクリップナットまたはケージナットを取り付けて、ラックマウ
ントのネジを固定します。クリップナットまたはケージナットはアクセサリキットには付

属していないので、お客様ご自身で用意していただく必要があります。

•ラックマウントシェルフキット：このキットはシャーシの L型ブラケットをラックエンク
ロージャに固定する間、シャーシの重量を支えるために使用します。 2つのシェルフブラ
ケットおよびクロスバーブラケットで構成されます。

• 2つの 9スロットケーブルガイド：このケーブルガイドは、シャーシのラックマウントブ
ラケットをラックの支柱に固定するものと同じネジを使用して、シャーシの前面に取り付け

ることができます。

•電源およびモジュールブランクパネル：電源およびモジュールブランクパネルは、シャー
シの通気とEMIシールドを維持するために、未使用の電源装置ベイまたはモジュールスロッ
トにインストールする必要があります。

•右アングルアースラグおよび使い捨ての静電気防止用リストストラップとクリップ。

•ネジ
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表 11：アクセサリキットに付属するネジタイプ

数量タイプ

2412-24 x 0.75mm

2410-32 x 0.75mm

2M3 x 0.5 x 8mm

2M4 x 8mm

関連トピック

ラックに設置する場合の注意事項, （28ページ）

スイッチの開梱

スイッチを取り出したあと、梱包用の箱は廃棄しないでください。梱包用の箱は平らにして

パレットとともに保管してください。スイッチを移動したり輸送したりする場合に、この箱

が必要になります。梱包方法については、スイッチの再梱包, （109ページ）を参照してくだ
さい。

ヒント

出荷用の箱の内容を確認する手順は、次のとおりです。

•アクセサリキットの内容を確認します。ネットワークインターフェイスケーブル、トラン
シーバ、または特殊コネクタなどの注文したオプションの機器を含む、リスト内の機器がす

べて整っていることを確認します。

•各スロットのモジュールを確認します。構成が梱包リストと一致しているか、指定したイン
ターフェイスがすべて組み込まれているかどうかを確認します。
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シャーシの L 字金具
スイッチシャーシは、シャーシ前面の両側に 2個の L字金具を取り付けた状態で出荷されます。
L字金具は、10本のM3プラスネジでシャーシに固定します（各側に 5本）。

図 7：シャーシの L 字金具

握り3右側の L字金具1

左側の L字金具2

L字金具はラックのフロントマウントまたはリアマウントに関係なくこの位置に取り付ける必要
があります。
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ラックマウントシェルフキットの取り付け
ラックマウントシェルフキットはアクセサリキットに含まれています。ラックにシャーシを取

り付ける前に、このキットを設置します。シェルフブラケットはラックに直接取り付け、L字金
具をラックエンクロージャに固定する間、シャーシの重量を支えるために使用します。

表 12：ラックマウントキットの内容と説明

説明数量パート

ラックの支柱に取り付けて、スイッチシャーシを搭

載するための棚を形成します。

2シェルフブラケット

2つのサイドラックマウントブラケットの間に取り
付けて補強します。

1クロスバーブラケット

12-24ネジ（各 L字金具に 5本）が必要なラックにブ
ラケットを固定します。

1012-24 x 0.75インチのバインダ
ヘッドネジ

10-32ネジ（各 L字金具に 5本）が必要なラックにブ
ラケットを固定します。

1010-32 x 0.75インチのバインダ
ヘッドネジ

クロスバーブラケットをラックマウントサイドブラ

ケットに固定します。

2M3 x 8 mmのなべネジ

（注） •このラックマウントシェルフキットは、スイッチFRUへのアクセスを妨げるような障害
物（パワーストリップなど）があるラックには適していません。

•古い装置ラックの多くでは、10-32または 12-24のどちらかのネジに合わせてネジ山の切
られた穴が、ラックの支柱にあらかじめ設けられています。新しいラックエンクロージャ

の支柱の穴には、ネジ山が切られていない場合があります。このようなラックエンクロー

ジャの支柱では、10-32または 12-24のクリップナットまたはケージナットを取り付け
て、ラックマウントのネジを固定する必要があります。クリップナットまたはケージ

ナットはアクセサリキットには付属していないので、お客様ご自身で用意していただく

必要があります。

ラックシステムの左および右レール内側の間の隙間を判定し、シェルフブラケットを適宜設置し

ます。
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シェルフおよびクロスバーブラケットの 44.45 cm（17.5 インチ）の隙
間への取り付け

レール間に 44.45 cm（17.5インチ）の隙間があるラックの場合、シェルフおよびクロスバー
ブラケットはリアマウントで取り付ける必要があります。

重要

以下の手順を実行します。

はじめる前に

以下が必要です。

• No.1および No.2プラスドライバ

• 3/16インチマイナスドライバ

•メジャーおよび水準器

手順

ステップ 1 左シェルフブラケットのサポートフランジを左レール背面に配置します。 5本の EAネジを使用
して、ラックにブラケットを配置して固定します。

ステップ 2 右シェルフブラケットのサポートフランジを右レールの背面に配置します（左のシェルフブラ

ケットと水平であることを確認してください） 5本の EAネジを使用して、ラックにブラケット
を配置して固定します。

ステップ 3 クロスバーブラケットをシェルフブラケット背面に配置します。各側にM3ネジを 1つ使用し
て、クロスバーブラケットをシェルフブラケットに配置して固定します。

   Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
40 OL-30656-01-J  

スイッチの設置

シェルフおよびクロスバーブラケットの 44.45 cm（17.5 インチ）の隙間への取り付け



図 8：17.5 インチの隙間へのシェルフおよびクロスバーブラケットの設置

各側に 5本の EAネジを使用してシェル
フブラケットをラックに固定

5左側のレール1

クロスバーブラケット6左のシェルフブラケット2

各側に 1本のM3ネジを使用してクロス
バーブラケットをシェルフに固定

7右側のレール3

右のシェルフブラケット4

シェルフおよびクロスバーブラケットの 45.09 cm（17.75 インチ）の隙
間への取り付け

レール間に 45.09 cm（17.75インチ）の隙間があるラックの場合、シェルフおよびクロスバー
ブラケットはフロントマウントにする必要があります。

重要

以下の手順を実行します。
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はじめる前に

以下が必要です。

• No.1および No.2プラスドライバ

• 3/16インチマイナスドライバ

•メジャーおよび水準器

手順

ステップ 1 左シェルフブラケットのサポートフランジを左レール前面に配置します。 2本の EAネジを使用
して、ラックにブラケットを配置して固定します。

ステップ 2 右シェルフブラケットのサポートフランジを右レールの前面に配置します（左のシェルフブラ

ケットと水平であることを確認してください） 2本の EAネジを使用して、ラックにブラケット
を配置して固定します。

ステップ 3 クロスバーブラケットをシェルフブラケットの背面に位置します。各側に 1本のM3ネジを使用
して、クロスバーブラケットをシェルフブラケットに配置および固定します。

図 9：45.09 cm（17.75 インチ）の隙間へのシェルフおよびクロスバーブラケットの設置
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各側に 2本の EAネジを使用してシェル
フブラケットをラックに固定

5左側のレール1

クロスバーブラケット6左のシェルフブラケット2

各側に 1本のM3ネジを使用してクロス
バーブラケットをシェルフに固定

7右側のレール3

右のシェルフブラケット4

シャーシのラックへの取り付け

シャーシは必ず 2人で持ち上げてください。けがをしないように、背中はまっすぐにして、
背中ではなく足に力を入れて持ち上げます。ステートメント 164

警告

この手順は、3人で行うことを推奨します。ヒント

装置ラックにスイッチシャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

はじめる前に

•『ラックに設置する場合の注意事項, （28ページ）』を参照してください。

•ラックマウントシェルフキットを設置します。ラックマウントシェルフキットの取り付
け, （39ページ）を参照してください。

手順

ステップ 1 シャーシの各側に 1人立った状態で、グルーブの握りに 1つの手を置き、もう一方の手をシャー
シの後部に置いてバランスを取ります。シャーシをゆっくり持ち上げます。急に向きを変えた

り、動かしたりして、けがをしないように注意してください。

ステップ 2 シャーシの後端を、ラックマウントシェルフキットレールの端に載せてから、慎重にシャーシ

をラックに完全に挿入します。

ステップ 3 シャーシの L字金具の穴と位置が合うラック支柱の穴を確認します。
ラック支柱の穴にネジ山が切られている場合は、ネジ山が 10-32または 12-24かを確認し、10本
のネジ（片方に 5本ずつ）を設置します。

ラック支柱の穴にネジ山が切られていない場合は、10-32または 12-24のクリップナットまたは
ケージナットをラック支柱の穴に取り付けて、取り付け用のネジを受け入れます。
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クリップナットまたはケージナットは、シャーシに付属するアクセサリキットには含

まれません。お客様ご自身で用意していただく必要があります。

（注）

図 10：44.45 cm（17.5 インチ）の隙間を持つラックへのシャーシの取り付け

2本のEAネジを使用してラックに固定さ
れたシェルフブラケット

2各側に 5本のネジを使用して L字金具の
イヤーをラックに取り付ける

1
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ステップ 4 （任意） オプションのケーブルガイドアセンブリのいずれかまたは両方を取り付けるには、以

下の図に示されるように、ケーブルガイドの取り付け穴がL字金具の穴およびラックレールの穴
と位置が合うようにケーブルガイドを配置します。

図 11：44.45 cm（17.5 インチ）17.75 インチの隙間を持つラックへのケーブルガイドの取り付け

ケーブルガイドが取り付けられた直角アース

ラグの位置。

2両側に取り付けられたケーブルガイ

ド。

1
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次の作業

シャーシを決められた位置に取り付けた後、次のように設置作業を完了します。

1 シャーシをシステムのアースに接続します。

2 電源装置を取り付けて、電源に接続します。

3 ネットワークインターフェイスケーブルをスーパーバイザエンジンおよびモジュールに接続

します。ネットワークインターフェイスケーブルを接続する前に、トランシーバの取り付け

が必要な場合があります。

4 シャーシの電源を入れて、設置の結果を確認します。

関連トピック

シャーシ, （2ページ）

環境仕様, （68ページ）

物理仕様, （67ページ）

シリアル番号の検索, （117ページ）

システムアースの確立
次の手順でアースラグとアース線をアースパッドに接続します。

はじめる前に

システムアースを接続するには、次の工具と部品が必要です。

•アースラグ：2穴直角ラグ。最大 6 AWGのアース線をサポートします。アクセサリキット
に同梱されています。

•アース用ネジ：M4 x 8 mm（メトリック）なべネジ× 2。アクセサリキットに同梱されてい
ます。

•アース線：アクセサリキットには同梱されていません。アース線のサイズは、地域および
国内の設置要件に従ってください。米国で設置する場合は、電源とシステムに応じて、6～
12 AWGの銅の導体が必要です。一般に入手可能な 6 AWG線を推奨します。アース線の長
さは、スイッチとアース設備の間の距離によって決まります。

• No. 1プラスドライバ。

•アース線をアースラグに取り付ける圧着工具。

•アース線の絶縁体をはがすワイヤストリッパ。
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手順

ステップ 1 ワイヤストリッパを使用して、アース線の端から 0.75インチ（19 mm）ほど、被膜をはがしま
す。

ステップ 2 アース線の被覆をはがした部分をアースラグの開放端に挿入します。

ステップ 3 アース線をアースラグのバレルに圧着します。アース線がアースラグに確実に接続されている

ことを確認します。

ステップ 4 2本のM4ネジを使用して、システムのアースコネクタにアースラグを固定します。アースラグ
およびアース線が、その他のスイッチハードウェアまたはラック機器に干渉しないことを確認し

ます。

図 12：システムアースの位置づけおよび接続

ラグをコネクタに固定するM4ネジ4システムアースの位置1
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アース線の被覆をはがした部分をアースラグの開

放端に挿入

5システムのアースコネクタ2

直角のアースラグ3

ステップ 5 アース線のもう一方の端を設置場所のアース設備に接続し、スイッチが適切にアースされるよう

にします。

関連トピック

静電破壊の防止 , （26ページ）

静電気防止用ストラップの着用
システムのアースラグを取り付けたら、次の手順で、静電気防止用リストストラップを適切に取

り付けます。

手順

ステップ 1 次のように静電気防止用リストストラップをしっかりと肌に密着させて着用してください。

a) FRUに付属の静電気防止用リストストラップを使用する場合は、リストストラップのパッケー
ジを開き、静電気防止用リストストラップの包装を開けます。黒い導電ループを手首に巻き、

素肌に密着するように締めてください。

b) ワニ口クリップ付きの静電気防止用リストストラップを使用する場合は、パッケージを開い
て、静電気防止用リストストラップを取り出します。リストストラップを巻く位置を決めて、

肌にしっかりと密着させてください。

ステップ 2 静電気防止用リストストラップのバネクリップまたはワニ口クリップをつかんで、ラックの塗装

されていない金属部分に一瞬クリップを接触させます。蓄積された静電気をラック全体に安全に

散逸させるために、クリップを塗装されていないラックレールに接触させることを推奨します。

ステップ 3 次のように、バネクリップまたはワニ口クリップをアースラグのネジに取り付けます。

a) FRUに付属の静電気防止用リストストラップを使用する場合は、バネクリップを強くつかん
であごを開き、システムのアースラグのネジ頭の側面に取り付け、バネクリップのあごがラ

グのネジ頭の後ろで閉じるように、バネクリップをラグのネジ頭上でスライドさせます。

バネクリップのあごは、直接ラグのネジ頭またはラグのバレルをはさみ込めるほど

広くは開きません。

（注）
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b) ワニ口クリップ付きの静電気防止用リストストラップを使用している場合は、システムのアー
スラグのネジ頭、またはシステムのアースラグバレルに直接ワニ口クリップを取り付けます。

図 13：静電気防止用リストストラップクリップのシステムアースラグネジへの取り付け

ネジの裏側のサイドクリップ5システムのアースコネクタ1

ネジ6静電気防止用アースストラップ2

アースラグの側面図7クリップ3

ネジの裏に取り付けられたクリップ8直角のアースラグ4

モジュールを取り扱うときは、次の注意事項に従ってください。
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•フレームを取り扱うときは、ハンドルまたは端の部分だけを持ち、プリント基板またはコネ
クタには手を触れないでください。

•取り外したコンポーネントは、基板側を上向きにして、静電気防止用シートに置くか、静電
気防止用容器に入れます。コンポーネントを返却する場合には、取り外したコンポーネント

をただちに静電気防止用容器に入れてください。

•金属製フレームからプリント基板を取り外さないでください。

安全のために、静電気防止用ストラップの抵抗値を定期的にチェックしてください。

抵抗値は 1～10 MΩでなければなりません。
注意

関連トピック

静電破壊の防止 , （26ページ）

スイッチシャーシの設置の確認
次の手順でスイッチシャーシの設置を確認します。

手順

ステップ 1 各モジュールのイジェクトレバーが完全に閉じていて（前面プレートと平行な状態）、スーパー

バイザエンジンおよびすべてのスイッチングモジュールがバックプレーンのコネクタに完全に装

着されていることを確認します。

ステップ 2 各モジュール、電源および電源コンバータの非脱落型ネジを確認します。緩んでいる非脱落型ネ

ジを締めます。

ステップ 3 すべての空のモジュールスロットに正しくインストールされたブランクの前面プレートがあるこ

とを確認します。ブランクの前面プレートを取り付けると、シャーシのエアーフローが最適にな

り、EMIが抑えられます。
ブランクの前面プレートおよびカバーパネルには、3つの重要な機能があります。シャー
シ内の危険な電圧および電流による感電を防ぐこと、他の装置への EMIの影響を防ぐこ
と、およびシャーシ内の冷気の流れを適切な状態に保つことです。システムは、必ずす

べてのカード、前面プレート、前面カバー、および背面カバーを正しく取り付けた状態で

運用してください。ステートメント 1029

警告

ステップ 4 電源装置のスイッチをオンにして、システムに電力を供給します。電源投入シーケンスの間に、

システムは一連のブートアップ診断テストを実行します。
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次の作業

追加のシステム診断テストも実行できます。これらのテストを行うと、システムをネットワーク

に追加する前にシステムで完全な健全性チェックを行い、システムの実行中にシステムの健全性

を監視することが可能になります。

非実働環境でシステムを計画する場合、破壊テストを含むすべての診断テストを行い、事前に

あらゆる障害からシステムを保護することを推奨します。

ヒント

オンライン診断

Cisco IOSを実行するCisco Catalyst 6807-XLスイッチには何段階ものオンライン診断機能がありま
す。オンライン診断は以下のカテゴリに分けられます。

•ブートアップ：ブートアップ、モジュールOIR、またはバックアップのスーパーバイザエン
ジンへの切り替えの間に、ブートアップ診断が自動的に実行されます。

•バックグラウンドヘルス：システムによってモニタリング診断テストが絶えず行われて、シ
ステムの健全性を監視します。

•オンデマンドオンライン診断：オンデマンドオンライン診断は、CLIから任意のテストを行
う場合に使用できます。また、オンデマンドオンライン診断を実行して、システムハード

ウェアについて健全性チェックを行うこともできます。これらのテストの一部には破壊テス

トがあり、トラフィックフローに影響を与えます。疑似障害を避けるためにオンデマンド

診断の注意事項には正確に従う必要があります。

•スケジュール診断：スケジュール診断は、上記のテストのいずれかをユーザが指定した間隔
で実行する際に使用できます。

スーパーバイザエンジンのコンソールポートの接続
スーパーバイザエンジン上のコンソールポートは次の用途に使用できます。

• CLI（コマンドラインインターフェイス）を使用してスイッチを設定する。

•ネットワークの統計データおよびエラーを監視する。

• SNMPエージェントパラメータを設定する。

•ソフトウェアアップデートをスイッチにダウンロードする。またはフラッシュメモリ内の
ソフトウェアイメージを接続デバイスに配布する。

コンソールポートに端末またはモデムを接続するには必須のケーブルおよびアダプタを購入

する必要があります。

（注）

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
   OL-30656-01-J 51

スイッチの設置

オンライン診断



端末をコンソールポートに接続し、ケーブルおよびアダプタを使用してコンソールポートにモデ

ムを接続するには、次の手順に従ってください。

手順

ステップ 1 RJ-45/RJ-45ケーブルとRJ-45/DB-25DTEアダプタ、またはRJ-45/DB-9DTEアダプタ（「Terminal」
のラベル）を使用して、ポートに接続します。

ステップ 2 対応する端末のマニュアルを調べて、ボーレートを特定します。

端末のボーレートがコンソールポートのデフォルトのボーレート（9,600ボー）と一致していな
ければなりません。端末を次のように設定します。

• 9600ボー

• 8データビット

•パリティなし

• 2ストップビット

ステップ 3 RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブルおよび RJ-45 to DB-25 DCEアダプタ（「Modem」のラベ
ル）を使用してポートに接続します。

コンソールポートモードスイッチを「IN」の位置にします（出荷時のデフォルト）。

ステップ 4 ケーブルガイドにケーブルを収めます（ケーブルガイドを使用する場合）。ケーブルが折れ曲

がっていないことを確認します。

関連トピック

スーパーバイザエンジン, （3ページ）

コンソールケーブル, （96ページ）

トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストー

ル
一部のイーサネットモジュールでは、プラグイン可能なトランシーバをモジュールポートソケッ

トに取り付ける必要があります。これらのトランシーバは、通常モジュールとは別個に出荷され

るため、モジュールをシャーシスロットに取り付けた後に取り付ける必要があります。

さまざまな種類のプラグイン可能なトランシーバおよびモジュールコネクタの取り付け方法の詳

細については、次を参照してください。

インストール手順に関するドキュメントおよびリンクトランシーバまたはモジュールコ

ネクタのタイプ

『Cisco SFP and SFP+ Transceiver Module Installation Notes』SFPおよび SFP+
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インストール手順に関するドキュメントおよびリンクトランシーバまたはモジュールコ

ネクタのタイプ

Installation Notes for the Cisco OneX Converter ModulesCisco OneXコンバータ

Cisco 10-Gigabit Ethernet X2トランシーバモジュールインス
トレーションノート

X2

OneXおよび Cisco TwinGigコンバータモジュールのインス
トレーションノート

Cisco TwinGigおよび OneX

関連トピック

Modules, （4ページ）

プラグイン可能なトランシーバ, （85ページ）

モジュールコネクタ, （93ページ）

ケーブル仕様, （96ページ）
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第 4 章

FRU の取り外しおよび取り付け

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警

告

• ホットスワップ（OIR） , 55 ページ

• 電源モジュールの取り外しおよび取り付け, 56 ページ

• ファントレイの取り外しおよび取り付け, 61 ページ

• 電源コンバータの取り外しおよび取り付け, 64 ページ

ホットスワップ（OIR）
活性挿抜（OIR）機能を使用して、システムをオンラインにしたままモジュールの取り外しおよ
び交換を行うことができます。モジュールを取り外す前にシャットダウンし、取り付けたあとで

再起動しても、他のソフトウェアまたはインターフェイスはシャットダウンされません。

取り外しおよび取り付けを行うモジュールは、一度に 1つだけにしてください。モジュール
の取り外しおよび取り付け後に、モジュールの LEDを確認してから次の作業を始めます。

（注）

モジュールの取り外しおよび取り付けを行うと、スイッチはモジュールのトラフィック処理を停

止し、設定の変更がないかどうかシステムを走査します。各インターフェイスタイプがシステム

コンフィギュレーションと照らし合わせてチェックされます。そのあと、システムは新しいモ

ジュールに関して診断を実行します。モジュールの取り付けおよび取り外し中に、通常の動作が

中断されることはありません。

スイッチは、同一の交換モジュールだけをオンラインにできます。同一モジュールの OIRをサ
ポートするために、モジュールを取り外すときにモジュールの設定は running-configファイルから
削除されません。
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交換モジュールと取り外したモジュールが異なる場合は、交換モジュールを設定してからでない

と、スイッチはモジュールをオンラインにできません。

レイヤ 2 MACアドレスは EEPROM上に保存され、システムがスイッチングテーブルおよびデー
タ構造を更新しなくても、モジュールをオンラインで交換できます。レイヤ2MACアドレスは、
インストールされているモジュールのタイプとは関係なく、スーパーバイザエンジンを交換しな

い限り変更されません。スーパーバイザエンジンを交換すると、すべてのポートのレイヤ 2アド
レスが、新しいスーパーバイザエンジン上のアドレスアロケータで指定されるアドレスに変更さ

れます。

電源モジュールの取り外しおよび取り付け
このセクションでは、PSMの取り外しと取り付けについて説明します。

（注） •スイッチシャーシに取り付けた PSMは AC入力だけにする必要があります。

• PSMは、システムの動作中に取り外しや取り付けを行っても、電気事故が発生したりシ
ステムが損傷したりすることがないように設計されています。

電源装置の取り付けおよび取り外しは、両手で行ってください。注意

関連トピック

電源モジュール, （5ページ）

電源入力モジュール, （8ページ）

電源モジュールの LED, （10ページ）

3000 W電源装置の AC電源コード, （73ページ）

AC 電源の取り付け
AC入力 PSMの取り付け手順は、次のとおりです。

高リーク電流：システムの電源接続の前にアース接続を行う必要があります。ステートメン

ト 342
警告

はじめる前に

•アースの接続方法については、次を参照してください。システムアースの確立, （46ペー
ジ）
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• PSMのネジを締めるには、マイナスドライバかNo.2プラスドライバが必要な場合がありま
す。

手順

ステップ 1 電源装置ベイにブランクカバーが取り付けられている場合はそれを外します。電源装置ベイから

ブランクカバーを取り外すには、ブランクカバーの 2つの固定クリップを親指と人差し指でつか
みます。

図 14：電源装置ブランクの取り外し

ブランクカバー上の固定クリップ3システムの電源スイッチ1

電源装置ブランク2

ステップ 2 PSMを出荷パッケージから取り出します。

ステップ 3 電源装置ベイに PSMを差し入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認しま
す
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電源装置ベイ内のスロットは、PSMが 1方向のみに確実に設置されるようにしま
す。

ヒント

図 15：電源モジュール（PSM）の取り付け

ラッチ3電源装置ベイのスロット1

非脱落型ネジ4スロットに差し入れる PSM上の節2

ステップ 4 ラッチを回転させ、非脱落型ネジを締めてラッチを固定します。

ステップ 5 対応する電源入力モジュール（PEM）にAC電源コード（片方の端は電源に接続）を接続します。
たとえば、PSMをベイ 1にインストールした場合は電源コードを AC1に接続します。
特定のAC電源装置でサポートされるAC電源コードのリストについては、3000W電源装置のAC
電源コード, （73ページ）を参照してください。
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ステップ 6 PEMの横のケーブルクランプのネジを締めます。これにより、電源ケーブルが誤って引き抜か
れないようにします。次の番号（5）を参照してください。図 16：PSMおよび PEM, （60ペー
ジ）

AC 入力電源装置の取り外し
各電源モジュールは 100%負荷時に 20ミリ秒の電源保持時間を持ち、OIRを完全にサポートしま
す。 AC入力電源装置の取り外し手順は、次のとおりです。

システムの稼働中は、バックプレーンに危険な電圧またはエネルギーが生じています。作業

を行うときは注意してください。ステートメント 1034
警告

はじめる前に

非脱落型ネジを緩めるには、マイナスドライバまたは No.2プラスドライバが必要な場合があり
ます。
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手順

ステップ 1 電源モジュールの非脱落型ネジを緩め、ラッチを押し下げます。

図 16：PSM および PEM

非脱落型ネジ4デュアル可変速ファン1

PEMの横のケーブルクランプ5PSM LED2

ラッチ3

ステップ 2 電源装置ラッチをつかみ、電源装置を引いてシャーシから少し引き出します。反対の手で電源装

置の底面を支え、電源装置をシャーシから完全に引き抜きます。

ステップ 3 電源装置ベイを空いたままにして置く場合は以下を実行します。

a) アクセサリキットに同梱されるブランク（シスコ部品番号C6800-PS-CVR=）を取り付けます。
b) （任意） ケーブルクランプを緩め、電源コードを取り外すことで、対応する電源コードを外
します。
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ファントレイの取り外しおよび取り付け
ここでは、ファントレイの取り外しおよび取り付けの方法について説明します。

ファントレイは、システムの動作中（電源オン）に取り外しや取り付けを行っても、電気事

故が発生したりシステムが損傷したりすることがないように設計されています。

（注）

関連トピック

ファントレイ, （5ページ）

エアーフロー, （17ページ）

ファントレイ（LED）, （9ページ）

ファントレイの取り付け

新しいファントレイを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 パッケージからファントレイを取り外します。

ステップ 2 ファントレイハンドルを片手で持ちます。もう一方の手をファントレイの下に置きます。（正

しく置いた場合、ファントレイ LEDが一番上になります）。

ステップ 3 シャーシによりかかかるようにファンモジュールをファントレイベイの前面に置き、ファンモ

ジュールを少し持ち上げてベイの最上部および最下部と位置を合わせ、ファンモジュールがバッ

クプレーンに配置されるまでシャーシに押し込みます。ファンモジュールが配置されます。

次の作業

新しいファンアセンブリが正しく設置されていることを確認します。詳細については、「ファン

トレイの取り付けの確認」を参照してください。

ファントレイの取り付けの確認

新しいファンアセンブリが正しく取り付けられているかどうかを確認する手順は、次のとおりで

す。
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手順

ステップ 1 スイッチの電源を投入したら、ファンの音を聞きます。稼動している音がすぐに聞えるはずです。

聞こえない場合は、ファンモジュールがベイに完全かつ正しく挿入され、ファンモジュールの外

側の表面とシャーシの外側の表面との位置が合っていることを確認します。

ステップ 2 ファンステータス LEDがグリーンに点灯していることを確認します。 LEDがレッドの場合は、
1つまたは複数のファンが故障しています。

ステップ 3 複数回試行してもファンが動作しない場合、または設置時に問題が発生した場合はシスコの代理

店に連絡してサポートを受けてください。

ファントレイの取り外し

ファントレイを取り外すには以下の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 シャーシのファントレイを見つけます。

ステップ 2 親指で両方のスプリングラッチをつかんで同時に左方向から右方向へ押します。ファントレイ

をベイから半分ほど引き出します。必要に応じて電源コネクタをそっと揺すってバックプレーン

から外してください。

図 17：ファントレイの位置とスプリングラッチの動作

ファントレイ LED3スプリングラッチおよびスプリングラッ

チ操作のクローズアップ

1

ファントレイのハンドル2
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ステップ 3 ハンドルを握ってファンアセンブリをシャーシから引き出し、脇に置きます。

ファンアセンブリをシャーシから外すときにファンがまだ回転している場合があります。

ファンアセンブリの筐体の隙間に指やドライバなどを近づけないでください。ステート

メント 263

警告

電源コンバータの取り外しおよび取り付け
このセクションでは、PSCの取り外しと取り付けについて説明します。

関連トピック

電源コンバータ, （8ページ）

電源コンバータ LED, （11ページ）

電源コンバータの取り付け

PSCを取り付けるには、次の手順を実行します。

はじめる前に

•システムアースが接続されていることを確認します。アースの接続方法については、次を
参照してください。システムアースの確立, （46ページ）

• PSCのネジを締めるには、マイナスドライバか No.2プラスドライバが必要な場合がありま
す。

手順

ステップ 1 PSCをパッケージから取り出します。

ステップ 2 PSCを PSCベイに挿入します。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します。

ステップ 3 取り付けネジを挿入して締め、コネクタを完全に固定します。
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システムの電源がオンで、PSCが正しく取り付けられている場合、PSC STATUS LEDはグリーン
です。

図 18：PSC の取り付け

取り付けネジ（各 PSCにつき 1本）2電源レールコネクタ1

電源コンバータの取り外し

PSCを取り外すには、次の手順を実行します。

はじめる前に

•システムアースが接続されていることを確認します。アースの接続方法については、シス
テムアースの確立, （46ページ）を参照してください。

• PSCのネジを緩めるには、マイナスドライバか No.2プラスドライバが必要な場合がありま
す。
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手順

ステップ 1 PSCの取り付けネジを緩めます。これによりコネクタが外れます。

ステップ 2 PSCをベイから引き出します。
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付録 A
技術仕様

• 物理仕様, 67 ページ

• 環境仕様, 68 ページ

物理仕様
以下は、シャーシの物理的特性を示しています。

表 13：Cisco Catalyst 6807-XL スイッチシャーシの物理特性

詳細物理特性

44.45 x 44.09 x 45.97 cm（17.5 x 17.36 x 18.10インチ）

•ケーブルガイドを含むシャーシ奥行は 58.42 cm（23イン
チ）です。

•シャーシには 10 RUが必要です7。

•シャーシは以下に設置できます。

◦ ANSI/EIA 310-D、IEC 60297、およびETS 300-119標準
を満たす 2支柱または 4支柱 19インチ標準装置ラッ
クこれらはアクセサリキットに含まれています。

◦センターマウントブラケット（別途注文）を使用して
シャーシを設置した2支柱 23インチ装置ラック

サイズ（高さ x幅 x奥行）

シャーシ単独：29.48 kg（65ポンド）

フル構成シャーシ（スーパーバイザエンジン×2、スイッチング
モジュール× 5、電源装置× 4）：88.45 kg（195ポンド）

重量
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7
（シャーシの高さの計測にはラックマウント単位（RUまたは単にU）が使用されることがあります。1 RUつまり 1 Uは 44.45 mm（1.75イン
チ）です）

関連トピック

シャーシのラックへの取り付け, （43ページ）

シャーシ, （2ページ）

環境仕様
以下は、シャーシの環境仕様を示しています。

表 14：Cisco Catalyst 6807-XL スイッチシャーシの環境仕様

環境仕様項目

動作保証：0～ 40 °C（32～ 104 °F）

設計および動作試験済み：0～ 55 °C（32～ 131 °F）

Cisco Catalyst 6807-XLスイッチには、40 °C（104 °F）
でマイナーアラームを生成し、55 °C（131 °F）でメ
ジャーアラームを生成する内部空気温度センサーが備

えられています。

（注）

動作温度

シャーシが梱包されていない場合：-20～ 65 °C（-4～ 149 °F）

シャーシが保護梱包されている場合：-40～ 70 °C（-40～ 158
°F）

非動作時および保管時の温度

1分あたり 0.5 °C（ホットからコールド）

1分あたり 0.33 °C（コールドからホット）

温度遷移

5～ 90 %動作時の湿度（RH）（結露し
ないこと）

5～ 95 %非動作時および保管時の湿度

（結露しないこと）

実証済み動作時：0～ 6500フィート（0～ 2000 m）

設計および動作試験済み：-200～ 10,000フィート（-60～ 3,000
m）

動作時の高度
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環境仕様項目

衝撃

•動作時：5 G、30 ms、半正弦波（IEC 68-2-27）

•非動作時：20 G、7.5 ms、台形波

振動

•動作時：3～ 500 Hz

•電力スペクトル密度（PSD）：10 Hzおよび 200 Hzにおい
て 0.0005 G2/Hz両端で 5 dB/オクターブのロールオフ 0.5時
間/軸（1.12 g）。

衝撃および振動

67 dB国際標準化機構（ISO）7779：周囲温度 30 （86 °F）での
稼動時における周辺でのノイズ

音響ノイズ

関連トピック

シャーシのラックへの取り付け, （43ページ）

シャーシ, （2ページ）
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付録 B
電源装置の仕様

• 3000 W AC入力電源装置の仕様, 71 ページ

• 3000 W電源装置の AC電源コード, 73 ページ

• シャーシおよびモジュールの電力および発熱量, 81 ページ

3000 W AC 入力電源装置の仕様
次の表には、3000 W AC入力電源装置の仕様の一覧を示しています。

表 15： 3000 W AC 入力電源装置の仕様

説明仕様

オートレンジング入力（力率補正付き）

力率補正は、AC入力電源装置の標準機能です。力率補正は、
AC電源の電流内の無効分を減らし、力率を高め（通常、99 %
以上）、高調波電流成分を減らします。

（注）

AC入力タイプ

低圧ライン（公称 120 VAC）：90 VAC（最小）～ 132 VAC（最大）

高圧ライン（公称 230 VAC）：170 VAC（最小）～ 264 VAC（最大）

AC入力電圧

16 A @ 240 VAC（3000 W出力）

16 A @ 120 VAC（1300 W出力）

AC入力電流

公称 50/60 Hz（最大範囲は ±3 %）AC入力周波数
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説明仕様

シャーシの各電源装置には、それぞれに専用のヒューズ分岐回路が必要

です。

•北米：20 A

•その他の国：各国および地域の規定に適合したサイズの回路

•すべての AC電源装置の入力は完全に分離されます。

◦同一シャーシ内の複数の電源装置間では AC電源の位相が一致
する必要はないため、PS1は位相 Aで動作し、PS2は位相 Bで
動作することができます。

◦高圧ライン動作時に正味入力電圧が 170～ 264 VACの範囲であ
る場合、電源装置は、ホットコンダクタがAC電源の位相に接
続され、ニュートラルコンダクタがアースまたは別のAC電源
の位相に接続された状態で動作します。

◦複数の AC入力を搭載した電源装置の AC入力間では AC電源
の位相が一致する必要はないため、電源コード 1は位相Aに接
続し、電源コード 2は位相 Bに接続することができます。

分岐回路の要件

最大 1400 W（100～ 120 VAC）

最大 3000 W（200～ 240 VAC）

電源装置出力容量

• 100～ 120 VAC動作

◦ 25.0 A @ +3.3 V

◦ 5 A @ +5 V

◦ 12 A @ +12 V

◦ 27.89 A @ +42 V

• 200～ 240 VAC動作

◦ 25.0 A @ +3.3 V

◦ 5 A @ +5 V

◦ 12 A @ +12 V

◦ 65.98 A @ +42 V

電源装置出力

最小 20ミリ秒出力保持時間

3520 W（総入力電力）または 3.6 kVA（高圧ライン動作）kVA定格8
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説明仕様

12,046 BTU/時（概算）発熱量

2.72 kg（6ポンド）重量

8
電源装置に対して記載されている kVA定格は、UPS出力の選定基準、およびスイッチの電源を投入する標準の回路と変圧器の選定基準とし
て使用してください。

3000 W 電源装置の AC 電源コード
次の表は、3000 W AC入力電源装置で使用できる AC電源コードの仕様を示しています。表に
は、電源コードの図の参照先も示されています。

すべての 3000 W電源装置の電源コード：（注）

•長さ 4.3 m（14フィート）です。

•片方の端に IEC60320/C19アプライアンスコネクタがあります。
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表 16： 3000 W 電源装置の AC 電源コード

電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 19： CAB-IR2073-C19-AR=（アルゼンチン）

16A、250
VAC

IRAM2073アルゼンチン

図 20：CAB-AC-16A-AUS=（オーストラリア、ニュージー
ランド）

16A、250
VAC

AU20S3オーストラリア、

ニュージーランド

16A、250
VAC

EN60320 /
C19

ブラジル
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 21：UCSB-CABL-C19-BRZ=（ブラジル）

図 22：CAB-AC16A-CH=（中華人民共和国）

16A、250
VAC

GB16C中華人民共和国

16A、250
VAC

CEE 7/7ヨーロッパ大陸
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 23：CAB-AC-2500W-EU=（欧州大陸）

図 24：CAB-SABS-C19-IND=（インド）

16A、250
VAC

EN60320/C19インド

16A、250
VAC

IEC 309International
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 25：CAB-AC-2500W-INT=（国際仕様）

図 26：CAB-AC-2500W-ISRL=（イスラエル）

16A、250
VAC

SI16S3イスラエル

16A、250
VAC

CEI
23-16/7

イタリア
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 27： CAB-7513ACI=（イタリア）

図 28： CAB-AC-2500W-US1=（日本、北米 [ロックなしプラ
グ] 200 ～ 240 VAC 動作）

16A、250
VAC

NEMA
6-20

日本、北米（ロッ

クなしプラグ）

200～ 240 VAC動
作

16A、250
VAC

NEMA
L6-20

日本、北米（ロッ

ク付きプラグ）

200～ 240 VAC動
作
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 29：CAB-AC-C6K-TWLK=（日本、北米 [ロックプラグ]
200 ～ 240 VAC 動作）

これら二つのプラグ用のフォームファク

タは異なりますが、機能的には同じです。

（注）

図 30：CAB-7513AC= （日本の北 America100 ~ VAC 動作）

20 A、125
VAC

NEMA
5-20

日本、北米 100～
120 VAC動作 9
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

北米

図 31： CAB- L520P - C19 -US=（北米）

20 A、125
VAC

NEMA L5
-20

図 32：CAB-C19-CBN=（PDU）

16A、250
VAC

IEC 60320
C19

IEC 60320
C20

配電ユニット

（PDU） 10

図 33：CAB-7513ACSA（南アフリカ）

16A、250
VAC

IEC 884-1南アフリカ

スイス
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電源コード部品番号および参照図コードセッ

ト定格

AC 電源プ
ラグタイ

プ

ロケール

図 34： CAB-ACS-16=（スイス）

16A、250
VAC

SEV
5934-2
Type 23

9 110 VACで動作する 3000 W電源装置の供給電力は 1400 Wです。
10 PDUの電源コードは、PDUからスイッチに電力を供給するユーザ向けに設計されています。シャーシの電源装置に接続する側のケーブルの
終端には C19コネクタが取り付けられています。PDUに接続するケーブルのもう一方の終端には C20コネクタが取り付けられています。

関連トピック

電源モジュールの取り外しおよび取り付け, （56ページ）

電源モジュールのトラブルシューティング, （114ページ）

電源モジュール, （5ページ）

電源入力モジュール, （8ページ）

シャーシおよびモジュールの電力および発熱量
以下の表は、シャーシおよびモジュールの電力および発熱量データを示しています。表に記載さ

れた情報は、特に明記しない限り、フル装備の状態（トランシーバを設置済み）を想定していま

す。一般的な数値は、この表に記載されている数値より約 20%低い値となります。

モジュール電力は、電源装置からの出力値です（システム内部）。AC入力電力は、コンセン
トから電源装置への入力値です。 2つの値の割合の差が、電源装置の効率となります。

（注）
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表 17：電力要件および発熱量：シャーシおよびファントレイ

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエスト
された電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

887.152602605C6807-XL-FAN

表 18：電力要件および発熱量：スーパーバイザエンジン

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

1206.53353.60353.606.80VS-S2T-10G

1903.83557.96557.9610.73VS-S2T-10G-XL

表 19：電力要件および発熱量：ポリシーフィーチャカード

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

507.451301302.5VS-F6K-PFC4

507.45148.72148.722.86VS-F6K-PFC4XL

表 20：電力要件および発熱量：DFC

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた電

力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

422.28123.76123.762.38WS-F6K-DFC4-E

分散型フォワー

ディングカードE

486.16142.48142.482.74WS-F6K-DFC4-EXL

分散型フォワー

ディングカード
EXL
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発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた電

力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

468.41137.28137.282.64WS-F6K-DFC4-A

分散型フォワー

ディングカードA

489.71143.52143.522.76WS-F6K-DFC4-AXL

分散型フォワー

ディングカード
AXL

表 21：電力要件および発熱量：ギガビットイーサネットモジュール

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

528.74154.96154.962.98WS-X6724-SFP

1077.00315.64315.646.07WS-X6748-SFP

1433.64420.16420.168.08WS-X6848-SFP

表 22：電力要件および発熱量：10 ギガビットイーサネットモジュール

発熱量

（BTU/HR）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

2127.40623.48623.4811.99WS-X6816-10G

(WS-X6816-10G =
WS-X6716-10GE
+ DFC4E)

2175.30637.52637.5212.26WS-X6816-10G
XL

1828.22535.08535.0810.29WS-X6908-10G

1889.64553.8553.810.65WS-X6908-10 XL

1882.54551.72551.7210.61WS-X6816-10T

1946.42570.44570.4410.97WS-X6816-10TXL
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表 23：電源要件および発熱量：10/100/1000 イーサネットスイッチングモジュール

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエス
トされた電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

1375.09403.00403.007.75WS-X6748-GE-TX

1731.72507.52507.529.76WS-X6848-GE-TX

表 24：電源要件および発熱量：40 イーサネットスイッチングモジュール

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエスト
された電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

1978.36598.52579.811.15WS-X6904-40G-2T

2042.23598.52598.5211.51WS-X6904-40G-2TXL

表 25：電力要件および発熱量：サービスモジュール

発熱量

（BTU/Hr）
AC 入力電力（W）
（割り当てられた

電力）

モジュール電力

（W）（リクエスト
された電力）

モジュール電流

（A） @ 52V
モデル番号/モ
ジュールタイプ

1265.42370.86370.868.83NAM3

1265.42370.86370.868.83ASA-SM

766.70224.70224.705.35WiSM2

1143.61335.16335.167.98ACE-30
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付録 C
トランシーバ、モジュールコネクタ、およ

びケーブルの仕様

• プラグイン可能なトランシーバ, 85 ページ

• モジュールコネクタ, 93 ページ

• ケーブル仕様, 96 ページ

• 光ファイバコネクタの清掃, 106 ページ

プラグイン可能なトランシーバ
このセクションでは、スイッチモジュールおよびスーパーバイザエンジンに設置できる接続可能

なトランシーバについて簡単に説明します。以下の安全に関する警告が適用されます。

この装置の設置、交換、または保守は、訓練を受けた相応の資格のある人が行ってください。

ステートメント 1030
警告

本製品の最終処分は、各国のすべての法律および規制に従って行ってください。ステートメ

ント 1040
警告

クラス I（CDRH）およびクラス 1M（IEC）レーザー製品です。ステートメント 1055警告

指定された制御、調整、または実行手順以外を使用した場合、危険な放射線に被曝する可能性

があります。ステートメント 1057
警告
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関連トピック

トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストール, （52ページ）

Modules, （4ページ）

1 GB トランシーバ
スイッチは1GBSFPトランシーバをサポートしています。次の表は、SFPトランシーバがサポー
トするモジュールと、トランシーバ仕様のリンクの一覧を示しています。

表 26： 1 GB トランシーバタイプ

追加情報サポートされるモジュール1 GB トランシーバタ
イプ

『Cisco Small Form-Factor Pluggable
Modules for Gigabit Ethernet
Applications Data Sheet』

• C6800-48P-SFP

• C6800-48P-SFP-XL

• C6800-8P10G

• C6800-8P10G-XL

• C6800-16P10G

• C6800-16P10G-XL

• C6800-32P10G

• C6800-32P10G-XL

• WS-X6724-SFP

• WS-X6748-SFP

• WS-X6824-SFP-2T

• WS-X6824-SFP- 2TXL

• WS-X6848-SFP-2T

• WS-X6848-SFP-2TXL

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10GXL

SFP

特定のSFPトランシーバが、サポートされるモジュールと互換性があるかどうかを判断するに
は、Cisco.comで入手できるドキュメント『CiscoGigabit Ethernet TransceiverModulesCompatibility
Matrix』を参照してください。

（注）
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http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6577/product_data_sheet0900aecd8033f885.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6577/product_data_sheet0900aecd8033f885.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6577/product_data_sheet0900aecd8033f885.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6981.html


10 GB トランシーバ
スイッチは 10 GB X2および 10 Gb SFP+トランシーバをサポートします。次の表に、トランシー
バの仕様を提供するリンクとトランシーバのサポートモジュールのリスト:

表 27： 10 GB トランシーバタイプ

追加情報サポートされるモジュール10 GB トランシーバ
タイプ

Cisco 10GBASE X2モジュール• WS-X6816-10G-2T

• WS-X6816-10G-2TXL

• WS-X6908-10G-2T

• WS-X6908-10G-2TXL

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

X2トランシーバ
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追加情報サポートされるモジュール10 GB トランシーバ
タイプ

• Cisco 10GBASE SFP+モ
ジュールのデータシート

• Cisco OneXコンバータモ
ジュール

• Cisco 40GBASE CFPモ
ジュールのデータシート

これらの10GBモジュールはCiscoOneX
コンバータモジュール11で使用できま

す。

• C6800-8P10G

• C6800-8P10G-XL

• C6800-16P10G

• C6800-16P10G-XL

• C6800-32P10G

• C6800-32P10G-XL

• WS-X6816-10G-2T

• WS-X6816-10G-2TXL

• WS-X6908-10G-2T

• WS-X6908-10G-2TXL

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

これらの 40 GBモジュールも Cisco
FourXコンバータモジュール 12で使用

できます。

• WS-X6904-40G-2T

• WS-X6904-40G-2TXL

SFP+トランシーバ

11 CVR-X2-SFP10G（X2ポート用コンバータ）
12 CVR-CFP-4SFP10G

特定の 10 GBトランシーバが、サポートされるモジュールと互換性があるかどうかを判断するに
は、Cisco.comで入手できるドキュメント『10-Gigabit Ethernet Transceiver Modules Compatibility
Matrix』を参照してください。

40 GB トランシーバ
スイッチは 40ギガビット C Form-Factor Pluggable（CFP）および Quad Small Form-Factor Pluggable
（QSFP）トランシーバモジュールをサポートします。次の表に、トランシーバの仕様を提供す
るリンクとトランシーバのサポートモジュールのリスト:
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http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-455693.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-455693.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-547521.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-547521.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-702617.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-702617.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6974.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_6974.html


表 28：40 GB トランシーバタイプ

追加情報サポートされるモジュール40 GB トランシーバタイ
プ

Cisco 40GBASECFPモジュール
のデータシート

• WS-X6904-40G-2T

• WS-X6904-40G-2TXL

CFPトランシーバ

シスコ 40ギガビットモジュー
ル QSFPデータシート

• C6800-32P-10G/ 10G-XL

• C6800-16P-10G/ 10G-XL

• C6800-8P-10G/ 10G-XL

QSFPトランシーバ13

13 CVR-4SFP-QSFPアダプタと併用する場合

特定の40GBトランシーバが、サポートされるモジュールと互換性があるかどうかを判断する
には、Cisco.comで入手できるドキュメント『Cisco 40-Gigabit Ethernet Transceiver Modules
Compatibility Matrix』を参照してください。

（注）

WDM トランシーバ
次の表は、WDMトランシーバをサポートするモジュール、該当の図と仕様表を示しています。
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http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-702617.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/data_sheet_c78-702617.html
http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/switches/nexus-9000-series-switches/datasheet-c78-730160.html
http://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/switches/nexus-9000-series-switches/datasheet-c78-730160.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_24900.pdf
http://www.cisco.com/en/US/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/compatibility/matrix/OL_24900.pdf


表 29：WDM トランシーバタイプ

追加情報サポートされるモジュール説明WDM ト
ランシー

バタイプ

Cisco CWDM GBICおよ
び SFPソリューション

• C6800-48P-SFP

• C6800-48P-SFP-XL

• C6800-8P10G

• C6800-8P10G-XL

• C6800-16P10G

• C6800-16P10G-XL

• C6800-32P10G

• C6800-32P10G-XL

• WS-X6724-SFP

• WS-X6748-SFP

• WS-X6848-SFP

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

低密度波長分割多重

（CWDM）SFPは、SFP互
換モジュールおよびスー

パーバイザエンジンに接続

できるホットスワップ可能

なデバイスです。 CWDM
SFPトランシーバでは、LC
光コネクタを使用して、

SMF光ケーブルに接続しま
す。 SMF光ケーブルを使
用して、CWDM SFPを
CWDM Passive Optical
System Optical Add/Drop
Multiplexer（OADM）モ
ジュールまたはマルチプレ

クサ/デマルチプレクサプ
ラグインモジュールに接続

できます。

CWDM
SFP
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http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6575/product_data_sheet09186a00801a557c.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6575/product_data_sheet09186a00801a557c.html


追加情報サポートされるモジュール説明WDM ト
ランシー

バタイプ

Cisco Dense
Wavelength-Division
Multiplexing Small
Form-Factor Pluggable
Module

• C6800-48P-SFP

• C6800-48P-SFP-XL

• C6800-8P10G

• C6800-8P10G-XL

• C6800-16P10G

• C6800-16P10G-XL

• C6800-32P10G

• C6800-32P10G-XL

• WS-X6724-SFP

• WS-X6748-SFP

• WS-X6848-SFP

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

Cisco DWDM SFPは、ギガ
ビットイーサネット SFP
ポートまたはスロットに接

続できるホットスワップ可

能な I/Oトランシーバモ
ジュールです。これは、

100-GHz ITU波長グリッド
をサポートし、 Cisco
100-GHzONS製品ファミリ
向け波長計画に一致しま

す。 40の異なる SFPモデ
ルを持つ固定波長 SFPで
す。これは標準 SFPイン
ターフェイスのネットワー

クを使用:デュアル LC/PC
コネクタ。

PCまたはUPCコ
ネクタ付きのパッ

チコードを使用

した接続のみがサ

ポートされます。

APCコネクタを
使用するパッチ

コードはサポート

されません。

（注）

DWDM
SFP
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http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6576/product_data_sheet0900aecd80582763.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6576/product_data_sheet0900aecd80582763.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/prod/collateral/modules/ps5455/ps6576/product_data_sheet0900aecd80582763.html


追加情報サポートされるモジュール説明WDM ト
ランシー

バタイプ

• Cisco 10GBASE高密
度波長分割マルチプ

レックス SFP+モ
ジュールのデータ

シート

• Cisco OneXコン
バータモジュール

• Cisco 40GBASECFP
モジュールのデータ

シート

これらの 10 GBモジュールは
Cisco OneXコンバータモ
ジュール14で使用できます。

• C6800-8P10G

• C6800-8P10G-XL

• C6800-16P10G

• C6800-16P10G-XL

• C6800-32P10G

• C6800-32P10G-XL

• WS-X6816-10G

• WS-X6816-10G XL

• WS-X6908-10

• WS-X6908-10 XL

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

これらの 40 GBモジュールも
Cisco FourXコンバータモ
ジュール 15で使用できます。

• WS-X6904-40G-2T

• WS-X6904-40G-2TXL

Cisco DWDM SFP+トラン
シーバモジュールは、シス

コスイッチまたはルータの

イーサネット SFP+ポート
に接続してポートをネット

ワークとリンクできる、

ホットスワップ可能な I/O
デバイスです。 40の非調
整 ITU 100-GHz波長をサ
ポートします。また、デジ

タルオプティカルモニタ

リング機能とモジュールが

シスコによって検証および

テストされている SFP+モ
ジュールのいずれかを特定

し、シスコ製スイッチまた

はルータをイネーブルにす

るCisco Quality identification
(ID)機能をサポートしてい
ます。

DWDM
SFP+

Cisco 10GBASE DWDM
X2モジュール

• WS-X6816-10G

• WS-X6816-10G XL

• WS-X6908-10

• WS-X6908-10 XL

• VS-S2T-10G

• VS-S2T-10G XL

CiscoDWDMX2トランシー
バは、スイッチのイーサ

ネット X2ポートに接続し
てポートをネットワークに

リンクできる、ホットス

ワップ可能な I/Oモジュー
ルです。モジュールは

CiscoONSDWDMチャネル
計画と互換性がある 32の
非調整 ITU 100-GHz波長を
サポートします。 Cisco
DWDMX2はデジタルオプ
ティカルモニタリング機能

をサポートします。

DWDM
X2
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14 CVR-X2-SFP10G（X2ポート用コンバータ）
15 CVR-CFP-4SFP10G

特定のWDMトランシーバがサポートされるモジュールと互換性があるかどうかを判断するに
は、Cisco.comで入手できるドキュメント『CiscoGigabit Ethernet TransceiverModulesCompatibility
Matrix』を参照してください。

（注）

モジュールコネクタ
このセクションでは、スイッチがサポートするモジュールコネクタについて簡単に説明します。

関連トピック

トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストール, （52ページ）

Modules, （4ページ）

RJ-45 コネクタ
RJ-45コネクタは、カテゴリ 3、5、5e、または 6のホイルツイストペア（FTP）またはシールド
なしツイストペアケーブル（UTP）ケーブルを使用して、モジュールのインターフェイスコネク
タと外部ネットワークを接続する場合に使用されます。

図 35：RJ-45 インターフェイスケーブルコネクタ

カテゴリ 5e、カテゴリ 6、およびカテゴリ 6aのケーブルは、誘電性の物質で構成されている
ため、静電気を大量に帯びる可能性があります。常にケーブル（特に新規ケーブルの設置）

を適切で安全な方法でアースできるようにしてから、モジュールに接続してください。

注意

GR-1089の建物内雷サージ耐性要件に適合するためには、両端に適切なアースを施した FTP
ケーブルを使用する必要があります。

注意
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SC コネクタ
SCコネクタは、光ファイバモジュールポートまたはトランシーバを外部の SMFまたはMMF
ネットワークに接続するために使用されます。

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしない

でください。ステートメント 1051

警告

接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れている

と、光ファイバが損傷したり、データエラーが発生することがあります。

（注）

図 36：SC 光ファイバコネクタ

ネットワークコネクタは必ずソケットに完全に差し込んでください。確実な接続は、モジュール

を長距離（2km[1.24マイル ]）ネットワーク、またはモジュールを減衰が大きいと考えられるネッ
トワークに接続する場合、特に重要になります。 LINK LEDが点灯しない場合は、ネットワーク
ケーブルのプラグを取り外してから、再度モジュールソケットにしっかり差し込んでください。

プラグの前面プレート（光ファイバの開口部の周辺）に埃や皮脂がたまると大幅な減衰が生じて、

光パワーレベルがしきい値を下回り、リンクを確立できなくなることがあります。

コネクタの取り付けまたは取り外しを行うときは、コネクタハウジングを損傷したり、ファ

イバ終端の表面を傷付けないように十分に注意してください。汚れを防ぐために、使用また

は接続していないコンポーネントには必ず保護カバーを取り付けてください。コネクタを取

り付ける前に、必ずコネクタを清掃してください。

注意

LC コネクタ
LC光ファイバコネクタは、高密度のファイバ接続を提供する小型フォームファクタ光ファイバ
コネクタです。 LCコネクタはMMFまたは SMFケーブルのどちらかとともに使用できます。 LC
コネクタには、RJ-45銅製コネクタと同様のラッチクリップ機構が使用されています。
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接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしない

でください。ステートメント 1051

警告

接続する前に、光コネクタが汚れていないことを確認してください。コネクタが汚れている

と、光ファイバが損傷したり、データエラーが発生することがあります。

（注）

図 37：LC 光ファイバコネクタ

MTP-12 コネクタ
MTPコネクタは、SCシンプレックスコネクタと同様のフットプリントを持つ 12光ファイバコ
ネクタです。MTPコネクタは、TIA/EIA-604-5接続互換性標準に準拠します。

図 38： MTP-12 光ファイバコネクタ

ガイドピン412ファイバリボン1

フェルール5ブート2

ダストキャップ6ハウジングアセンブリ3
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アダプタケーブルをこのコネクタに接続する必要があります（注）

ケーブル仕様
このセクションでは、スイッチでサポートされるケーブルについて説明します。

関連トピック

トランシーバおよびモジュールのコネクタのインストール, （52ページ）

Modules, （4ページ）

SFP モジュールケーブル
ケーブルの仕様については、Cisco.comの次のURLにある『Cisco SFP and SFP+ TransceiverModule
Installation Notes』を参照してください。 http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/
transceiver_modules/installation/note/78_15160.html

各ポートはケーブルの反対側の波長仕様と一致させる必要があります。また、ケーブルは規定の

ケーブル長を超えないものとします。銅線 1000BASE-T SFPモジュールトランシーバは、カテゴ
リ 5の標準 4ツイストペアケーブルを使用します。最大ケーブル長は 328フィート（100 m）で
す。

コンソールケーブル

スーパーバイザエンジンの前面パネルにあるコンソールポートを使用してコンソールポートに

端末またはモデムを接続することができます。

•以下のオプションのいずれかを使用してコンソールポートに端末を接続できます。

◦ RJ45コンソールポート：8ピン RJ-45コネクタを使用し、内蔵 DTE機能があります。

RJ-45ポートに内蔵 DTE機能がない場合は、RJ-45-to-RJ-45ロールオーバケーブルまた
は DB-9アダプタなどの DTEアダプタを使用します。 6フィートの DB9 Female-to-RJ45

   Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
96 OL-30656-01-J  

トランシーバ、モジュールコネクタ、およびケーブルの仕様

ケーブル仕様

http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html
http://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/interfaces_modules/transceiver_modules/installation/note/78_15160.html


コンソールケーブルを使用できます（別途注文の必要があります。部品番号：

72-3383-01）。

図 39：DB9 Female-to-RJ45 ケーブル

◦ USBコンソールポート：USB Type Aから 5ピンミニタイプ Bケーブルを使用します
（別途注文の必要があります。部品番号：37-1090-01）。

図 40：USB タイプ A から USB 5 ピン Mini タイプ B へのケーブル

•コンソールポート、 RJ-45/RJ-45 45には 45を使用して転送するケーブルと DTEアダプタを
モデムを接続できます。

関連トピック

スーパーバイザエンジンのコンソールポートの接続 , （51ページ）
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DB-9 アダプタ（PC に接続）
ターミナルエミュレーションソフトウェアが稼働している PCにコンソールポートを接続するに
は、RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブルと RJ-45 to DB-9メス型 DTEアダプタ（「Terminal」
のラベル）を使用します。

この表は、非同期シリアルコンソールポート、RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブル、RJ-45 to
DB-9メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示しています。

表 30：ポートモード 1 の信号およびピン割り当て（DB-9 アダプタ）

コンソール

デバイス

RJ-45 to DB-9 端末
アダプタ

RJ-45 to RJ45 ロールオーバーケーブルコンソールポート

信号DB-9ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS88116RTS

DSR672DTR

RxD263TxD

GND554GND

GND545GND

TxD336RxD

DTR427DSR

RTS71817CTS

16
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

17
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

DB-25 アダプタ（端末に接続）
コンソールポートを端末に接続するには、RJ-45 toRJ-45ロールオーバーケーブルとRJ-45 toDB-25
メス型 DTEアダプタ（「Terminal」のラベル）を使用します。

この表は、非同期シリアルコンソールポート、RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブル、RJ-45 to
DB-25メス型 DTEアダプタのピン割り当てを示します。
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表 31：ポートモード 1 の信号およびピン割り当て（DB-25 アダプタ）

コンソール

デバイス

RJ-45 to DB-25 ター
ミナルアダプタ

RJ-45 to RJ45 ロールオーバーケーブルコンソールポート

信号DB-25ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS58118RTS

DSR672DTR

RxD363TxD

GND754GND

GND745GND

TxD236RxD

DTR2027DSR

RTS41819CTS

18
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

19
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

モデムアダプタ

コンソールポートをモデムに接続するには、RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブルと RJ-45 to
DB-25オス型 DCEアダプタ（「Modem」のラベル）を使用します。

表は、非同期シリアル AUXポート、RJ-45 to RJ-45ロールオーバーケーブル、RJ-45 to DB-25オ
ス型 DCEアダプタのピン割り当てを示しています。

表 32：ポートモード 1 の信号およびピン割り当て（モデムアダプタ）

コンソール

デバイス

RJ-45 to DB-25 モデ
ムアダプタ

RJ-45 to RJ45 ロールオーバーケーブルコンソールポート

信号DB-25ピンRJ-45ピンRJ-45ピン信号

CTS48120RTS

DSR2072DTR

RxD363TxD

GND754GND
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コンソール

デバイス

RJ-45 to DB-25 モデ
ムアダプタ

RJ-45 to RJ45 ロールオーバーケーブルコンソールポート

GND745GND

TxD236RxD

DTR827DSR

RTS51821CTS

20
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

21
ピン 1は内部でピン 8に接続されています。

ロールオーバーケーブルの識別

ロールオーバーケーブルは、ケーブルの両端を比較すると識別できます。ケーブルの両端を、タ

ブを裏側にして両手で並べて持った場合に、左のプラグの外側にあるピンに接続されたワイヤと、

右のプラグの外側にあるピンに接続されたワイヤとが、同じ色になりますシスコ製のケーブルの

場合、一方のコネクタではピン 1が白、もう一方のコネクタではピン 8が白です。（ロールオー
バーケーブルは、ピン 1とピン 8、ピン 2とピン 7、ピン 3とピン 6、ピン 4とピン 5が反転して
います）。

図 41：ロールオーバーケーブルの識別

ケーブルのピン割り当て

次の表および図は、スイッチがサポートするケーブルのピン割り当てと設計図を示しています。

表 33：10 BASE-T および 100 BASE-T クロスケーブルのピン割り当て（MDI-X）

サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

3（TD+）1（RD+）
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サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

6（TD-）2（RD-）

1（RD+）3（TD+）

2（RD-）6（TD-）

4（未使用）4（未使用）

5（未使用）5（未使用）

7（未使用）7（未使用）

8（未使用）8（未使用）

図 42：ツイストペアクロス 10 BASE-T および 100 BASE-T ケーブルの配線

表 34：1000 BASE-T クロスケーブルのピン割り当て（MDI-X）

サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

3（TP1+）1（TP0+）

6（TP1-）2（TP0-）

1（TP0+）3（TP1+）

2（TP1–）6（TP1-）

7（TP3+）4（TP2+）

8（TP3-）5（TP2-）
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サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

4（TP2+）7（TP3+）

5（TP2-）8（TP3-）

図 43：1000BASE-T ツイストペアクロスケーブルの配線図

アクセサリキットには、コンソール（ASCII端末またはターミナルエミュレーションソフトウェ
アを実行する PC）またはモデムをコンソールポートに接続するケーブルおよびアダプタが含ま
れています。アクセサリキットには、次のものが入っています。

• RJ-45/RJ-45ロールオーバーケーブル

• RJ-45 to DB-9メス型 DTEアダプタ（「Terminal」のラベル）

表 35：MTP-12 光ファイバケーブルのピン割り当て

サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

12 (Rx)1 (Tx)

11 (Rx)2 (Tx)

10 (Rx)3 (Tx)

9 (Rx)4 (Tx)

8（未使用）5（未使用）

7（未使用）6（未使用）

6（未使用）7（未使用）

5（未使用）8（未使用）

4 (Tx)9 (Rx)
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サイド 2 のピン（信号）サイド 1 のピン（信号）

3 (Tx)10 (Rx)

2 (Tx)11 (Rx)

1 (Tx)12 (Rx)

モードコンディショニングパッチコード

長波長および長距離（LXおよびLH）GBICに直径62.5ミクロンのマルチモードファイバ（MMF）
を使用する場合は、リンクの送信側と受信側の両方で、GBICとMMFケーブルとの間にモードコ
ンディショニングパッチコード（シスコ製品番号：CAB-GELX-625または同等品）を取り付ける
必要があります。

FDDIグレード、OM1およびOM2の各ファイバケーブルタイプ上の 1000BASE-LXおよび LHア
プリケーションには、モードコンディショニングパッチコードが必要です。モードコンディショ

ニングパッチコードは、OM3ファイバケーブル（レーザー最適化ファイバケーブル）上のアプ
リケーションには使用できません。モードコンディショニングパッチコードの詳細については、

Cisco.comで入手できる「Use of Mode Conditioning Patch Cables in Gigabit Ethernet and 10 Gigabit
Ethernet Laser-Based Transmissions」公報を参照してください。

ビットエラーレート（BER）の増加につながる可能性があるため、10～ 100 m（33～ 328
フィート）の非常に短いリンク距離の場合は LXおよび LH GBICおよびMMFに必ずパッチ
コードを使用することをお勧めします。

（注）

IEEE規格に準拠するためには、パッチコードが必要です。 IEEEは、光ファイバケーブルコアの
中心の問題によって、特定タイプの光ファイバケーブルではリンク距離が適合しないことを確認

しています。問題を解決するには、パッチコードを使用して、正確なオフセットで中心からレー

ザー光を送出する必要があります。 1000BASE-LXの IEEE802.3z規格に対するLXおよびLHGBIC
の準拠は、パッチコードの出力を前提とします。
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例：パッチコードの構成

図 44：パッチコードの構成

パッチコードの取り付け

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしない

でください。ステートメント 1051

警告

パッチコードを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 パッチコードの「To Equipment」ラベルが付いている側を、GBICに差し込みます。図 45：パッ
チコードの取り付け, （104ページ）を参照してください。

ステップ 2 パッチコードの「ToCablePlant」ラベルが付いている側を、パッチパネルに接続します。図45：
パッチコードの取り付け, （104ページ）を参照してください。
パッチコードの長さは 3 m（9.8フィート）で、両端にデュプレックス SCオスコネクタが付いて
います。

図 45：パッチコードの取り付け
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異モード遅延

SMFケーブル用の未調整レーザー光源をMMFケーブルに直接接続した場合、異モード遅延
（DMD）が発生することがあります。DMDが発生すると、光ファイバケーブルのモード帯域幅
が減少し、信頼性のある伝送を保証できるリンク距離（トランスミッタとレシーバ間の距離）が

短くなります。

ギガビットイーサネット仕様（IEEE802.3z）には、イーサネット通信のパラメータ（Gbps）が規
定されています。 802.3zでは、レーザーベースの光コンポーネントを使用したMMFケーブルで
のデータ伝送を定義することにより、敷設済みのMMFケーブルを利用したバックボーンとサー
バ間の高速イーサネット接続を提示しています。

レーザーは、ギガビットイーサネットに必要なボーレートと長距離伝送を達成します。802.3zギ
ガビットイーサネット標準化委員会は、レーザーとMMFケーブルの特定の組み合わせでは、一
定の条件下でDMDが発生することを明らかにしました。その結果、他にジッタの要因が発生し、
MMFケーブルによるギガビットイーサネットの到達距離が制限されることがわかっています。

DMDが発生する状況では、単一のレーザー光パルスによって、MMFケーブル内でいくつかのモー
ドが均等に励振されます。これらのモード、すなわち光路は、複数の異なる伝搬路をたどりま

す。伝搬路の長さはそれぞれ異なる場合があるので、ケーブル内を光が進むにつれて、各伝搬路

の遅延時間に差異が生じます。 DMDが発生すると、ケーブルを通過する単一パルスの孤立性が
損なわれ、極端な場合には、2つの独立したパルスが生じることがあります。連鎖パルスは相互
に干渉しやすいので、信頼できる方法でデータを回復するのが困難になります。

DMDは、敷設されたすべての光ファイバケーブル上で発生するわけではありません。光ファイ
バとトランシーバの組み合わせが悪い場合に発生します。ギガビットイーサネットは、ボーレー

トが非常に高く、MMFケーブルの距離が長いため、DMDが問題になります。SMFケーブルおよ
び銅ケーブルでは、DMDの問題は起きません。

MMFケーブルのテストは、LED光源を使用した場合に限定して行われてきました。 LEDは、光
ファイバケーブル内に「オーバーフィルドラウンチ条件」と呼ばれる状態を作ります。オーバー

フィルドラウンチコンディションは、LEDトランスミッタが光ファイバケーブル内に、広範囲
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のモードに拡散した光を入射する状態を意味します。暗い室内で電球を照らしたときのように、

光がさまざまな方向に拡散してケーブル内を満たし、多数のモードが発生します

図 46： LED とレーザー光による光路の違い

レーザーから入射される光は、LEDよりも集束された状態で発光します。レーザートランスミッ
タからの光は、光ファイバケーブル内に存在するモード（すなわち光路）のうち、ごく少数の

モードだけを通過します参照先図 46： LEDとレーザー光による光路の違い , （106ページ）

DMDの問題を解決するには、光源（トランスミッタ）から入射されたレーザー光が、LED光源
からケーブル内に入射されたときのように、光ファイバケーブルの直径に対して均等に分散され

るように調整する必要があります。光のモードをスクランブルすると、光パワーがすべてのモー

ドに均等に分散され、光パワーが少数のモードだけに集中する状況を回避できます。

これに対して未調整の入射状態では、最悪の場合、光ファイバケーブルの中心にすべての光が集

中し、均等に励振されるモードはごく少数になります。

DMDの発生する度合いは、MMFケーブルごとに大きく異なります。敷設されたケーブル設備で
は、DMDの影響を評価する有効なテスト方法はありません。したがって、リンク距離が 984
フィート（300 m）を超える場合には、MMFを使用するすべてのアップリンクモジュールに、
モードコンディショニングパッチコードを使用する必要があります。

リンク距離が984フィート（300m）未満の場合には、パッチコードを使用しなくてもかまいませ
ん。 BERの増加につながる可能性があるため、10～ 100 m（33～ 328フィート）の非常に短い
リンク距離の場合は LX/LH GBICおよびMMFに必ずパッチコードを使用することをお勧めしま
す。

光ファイバコネクタの清掃
2本の光ファイバを接続するには、光ファイバコネクタを使用します。通信システムでこれらの
コネクタを使用する場合、適切に接続することがきわめて重要になります。
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光ファイバケーブルのコネクタは、誤った方法で清掃や接続を行うと損傷することがあります。

光ファイバコネクタが汚れていたり、損傷していると、復元不能な通信または不正確な通信の原

因となります。

光ファイバコネクタは、電気コネクタまたは電子コネクタとは異なります。光ファイバシステ

ムでは、光が非常に細いファイバコアを通じて送信されます。ファイバコアの直径は通常 62.5
ミクロン以下であり、埃の粒子の直径は 10分の 1～数ミクロン程度なので、ファイバコアの終
端に埃や汚れがあると、2つのコアを接続するコネクタインターフェイスの性能が劣化すること
になります。コネクタは正確に差し込む必要があり、コネクタインターフェイスに異物がまった

く付着していない状態でなければなりません。

コネクタ損失または挿入損失は、光ファイバコネクタの重要なパフォーマンス特性です。また、

リターンロスも重要な要因です。リターンロスとは反射光の量です。反射光が少ないほど接続

状態はよくなります。物理的な接触コネクタの場合、最も優れた製品ではリターンロスが -40 dB
より小さくなっていますが、通常の製品では -20～ -30 dB程度です。

接続の質は、コネクタのタイプと、適切な清掃および接続の 2つの要因によって影響されます。
光損失の一般的な原因は、光ファイバコネクタの汚れです。コネクタは常に清潔にしておいてく

ださい。また、使用していないコネクタには必ずダストカバーを取り付けてください。

任意のケーブルまたはコネクタを取り付ける前に、クリーニングキットに含まれている汚れのな

いアルコールパッドを使用して、フェルール、ファイバ周囲の白い保護チューブ、およびファイ

バ終端の表面をきれいに拭いてください。

原因不明の光損失が生じる場合には、一般的な対処としてコネクタを清掃してください。

ガイドライン

システム内蔵のコネクタは、製造元で適切に清掃され、アダプタに接続されています。システム

を正常に稼働させるために、ユーザ側のコネクタを清潔にし、次の注意事項に従ってください。

•アダプタに接続する前に、CLETOPカセットクリーナー（SCコネクタにはタイプA、MT-RJ
コネクタにはタイプB）またはレンズ用の清掃布を使用して、コネクタを清掃してください。
純粋のアルコールを使用して汚れを除いてください。

•コネクタアダプタの内部は触らないでください。

•アダプタに光ファイバコネクタを接続する場合、無理に力を入れたりせずに、慎重に取り付
けてください。

•コネクタ未使用時またはシャーシの清掃時には、アダプタ内部またはコネクタの表面が汚れ
ないように、コネクタおよびアダプタにカバーを取り付けてください。
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光ファイバコネクタを清掃する方法

コネクタの取り付けまたは取り外しを行うときは、コネクタハウジングを損傷したり、ファ

イバ終端の表面を傷付けないように十分に注意してください。汚れを防ぐために、使用また

は接続していないコンポーネントには必ず保護カバーを取り付けてください。コネクタを取

り付ける前に、必ずコネクタを清掃してください。

注意

光ファイバコネクタの清掃には、CLETOPカセットクリーナー（SCコネクタにはタイプ A、
MT-RJコネクタにはタイプ B）を使用してください。清掃方法は、各製品の使用手順を参照して
ください。

接続されていない光ファイバケーブルやコネクタからは目に見えないレーザー光が放射され

ている可能性があります。レーザー光を直視したり、光学機器を使用して直接見たりしない

でください。ステートメント 1051

警告

手順

ステップ 1 99%の純粋なイソプロピルアルコールに浸した汚れのない布で、前面プレートを丁寧に拭きま
す。 5秒ほど待って表面を乾燥させてから、もう一度拭きます。

ステップ 2 清潔で乾燥したオイルフリー圧縮空気で前面プレートから埃を取ります。

ステップ 3 ルーペまたは検査用顕微鏡を使用して、フェルールの隅に埃が付いていないことを確認します。

開口部を直視しないでください。汚れが残っている場合は、前述の清掃手順を再度行います。
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付録 D
スイッチの再梱包

スイッチシャーシを戻すまたは動かすには、以下の手順に従い、スイッチを元のパッケージを

使用して再梱包します。

手順

ステップ 1 梱包袋にシャーシを置きます（ここには表示されていません）。

ステップ 2 シャーシに発泡スチロール製キャップをかぶせます。

ステップ 3 ステップ 2で調整したコンポーネントを箱に入れます。

ステップ 4 梱包材（番号 5）で保護してコンパートメントにアクセサリキットとケーブルを配置します。
パッケージを隙間なく箱に収めるためには、アクセサリキットを最後に載せる必要が

あります。

（注）

ステップ 5 シャーシの上部に梱包材を配置します（番号 5を参照）。

ステップ 6 箱をパレットに載せます。

ステップ 7 箱の折りぶたを上面で折り曲げて、梱包用テープで留めます。

Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
    OL-30656-01-J 109



3M製 373の 3インチ幅の感圧密閉テープを使用します（テープにはシスコのロゴが付いていま
す）。

ステップ 8 シスコ承認の多バンディングおよびエッジプロテクタを置きます。

ステップ 9 箱をストレッチ包装して、箱と底パレットを一緒に保持します。

図 47：スイッチの再梱包

段ボール箱2底パレット1

発泡スチロール製キャップ4発泡スチロール製キャップ3

エッジプロテクタ6梱包材（アクセサリキット、ケーブル、

ドキュメントを含む）。

5
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パッケージの包装が完了し、出荷の準備ができました。

図 48：最終的に組み立てられたパッケージ
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付録 E
トラブルシューティング

• 使用する前に, 113 ページ

• システムコンポーネントレベルの問題解決, 113 ページ

• 起動時の問題の特定, 114 ページ

• 電源モジュールのトラブルシューティング, 114 ページ

• ファントレイのトラブルシューティング, 115 ページ

• シスコ代理店への連絡, 116 ページ

• シリアル番号の検索, 117 ページ

使用する前に
システムの初回の起動が完了したら、次のことを確認してください。

•電源モジュールがシステムに電力を供給している。

•ファントレイアセンブリが作動している。

•システムソフトウェアが正常に起動している。

上記のいずれかに問題がある場合は、この章に記載されている手順で問題箇所を特定し、可能で

あればその問題を解決してください。上記の条件がすべて満たされ、ハードウェア設置が完了し

た場合、ソフトウェアリリースノートを参照して、ハードウェアサポート情報およびソフトウェ

ア警告を確認してください。

システムコンポーネントレベルの問題解決
システムのトラブルシューティングで重要なのは、問題を特定のシステムコンポーネントに絞り

込むことです。まず、システムの現状と本来あるべき状態を比較します。起動の問題はたいてい
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1つのコンポーネントに原因があるため、システムの1つ1つのコンポーネントのトラブルシュー
ティングを行うより、問題をサブシステムのレベルまで切り分ける方が効率的です。

スイッチは次のサブシステムで構成されています。

•電源装置

•ファントレイアセンブリ

シャーシファントレイアセンブリは、システムの電源が入っている場合はかならず稼動し

ている必要があります。 FAN LEDがグリーンに点灯していて、ファントレイアセンブリの
作動音が聞こえることを確認します。 FAN LEDがレッドに点灯している場合、ファントレ
イアセンブリのうち少なくとも 1つが作動していないことを示しています。ファンアセン
ブリトレイが正常に作動していない場合は、すぐに製品を購入された代理店に連絡してくだ

さい。初回の起動時にファントレイアセンブリが正常に作動しない場合には、ユーザ側で

可能なインストレーション調整はありません。

起動時の問題の特定
起動シーケンスにおけるシステムの状態は、すべて LEDに表示されます。 LEDを確認すれば、
起動シーケンスのどの時点で、どこに障害が発生したかを判断できます。

手順

ステップ 1 電源装置のスイッチをオンにします。システムファントレイアセンブリの作動音がすぐに聞こ

えます。

•ファンの作動音が聞こえない場合は、電源モジュールのトラブルシューティング,（114ペー
ジ）セクションを参照してください。

•電源装置が正常に動作していて、ファントレイアセンブリが故障していると判断される場
合は、購入された代理店に連絡してください。

•初回の起動時にファントレイアセンブリが正常に作動しない場合には、ユーザ側で可能な
インストレーション調整はありません。ファントレイのトラブルシューティング,（115ペー
ジ）セクションに指定します。

ステップ 2 起動情報およびシステムバナーが起動時に表示されない場合は、端末が正しく設定され、コン

ソールポートに正しく接続されているかどうかを確認してください。

電源モジュールのトラブルシューティング
電源スイッチをオンにしても INPUT OK LEDが点灯しない場合には、次の手順で電源サブシステ
ムに問題がないか確認します。

   Cisco Catalyst 6807-XL スイッチハードウェア設置ガイド
114 OL-30656-01-J  

トラブルシューティング

起動時の問題の特定



手順

ステップ 1 PSMの INPUT OK LEDがグリーンであることを確認します。
a) IN LEDがグリーンの場合、AC電源は正常で、電源装置は動作しています。
b) IN LEDが点灯しない場合は、電源装置がシャーシの奥まで完全に収まっていることを確認し
ます。電源スイッチをオフにし、非脱落型ネジを締めてから、電源スイッチをオンにします。

c) IN LEDが点灯しない場合は、AC電源または電源コードに問題がある可能性があります。
d) スイッチの電源をオフにし、電源コードを別の電源（ある場合）に接続し、電源をオンにしま
す。

e) IN LEDがグリーンに点灯した場合、最初の電源に問題があることを示しています。
f) 新しい電源に電源装置を接続しても IN LEDが点灯しない場合は、電源コードを交換し、電源
スイッチをオンにします。

g) これで IN LEDが点灯した場合は、最初の電源コードを返品し、交換してください。

この装置に複数の電源コードがある場合、各 PSMに対してステップ 1（およびそのサブステップ
すべて）を繰り返します。

PSM LEDの詳細については、電源モジュールの LED, （10ページ）を参照してください。

ステップ 2 新しい電源コードを使用して別の電源にスイッチを接続しても INPUT OK LEDが点灯しない場合
は、PSMが故障している可能性があります。
2番めの PSMが使用できる場合は、その電源装置を 2番めの電源装置ベイに取り付け、製品を購
入されたシスコ代理店に連絡してください。

ステップ 3 電源コードが正しい PEMにインストールされていることを確認します。
各 PSMおよび対応する PEMには番号が付いています。

ステップ 4 インストールしたすべての PSMに対してステップ 1、2、および 3を繰り返してください。

問題を解決できない場合、または電源装置かバックプレーンコネクタに障害があることが分かっ

た場合はシスコ代理店に問い合わせてください。

関連トピック

電源モジュール, （5ページ）

電源入力モジュール, （8ページ）

電源モジュールの LED, （10ページ）

3000 W電源装置の AC電源コード, （73ページ）

ファントレイのトラブルシューティング
次の手順で、ファントレイの問題を特定します。
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手順

ステップ 1 ファントレイ上の FAN LEDがグリーンに点灯していることを確認します。
FAN LEDがグリーンに点灯しない場合は、システムコンポーネントレベルの問題解決, （113
ページ）を参照して、電源サブシステムが正しく機能しているかどうかを確認してください。

ファントレイ LEDについては、ファントレイ（LED）, （9ページ）を参照してください。

ステップ 2 FAN STATUS LEDがレッドに点灯しているかどうかを確認します。 FAN LEDがレッドに点灯し
ている場合、ファントレイがバックプレーンに装着されていないか、または故障しています。次

の作業を行います。

a) ファントレイが正しく設置されていることを確認するには、ファントレイを取り外してから再
度取り付けます。ファントレイの取り外しおよび取り付け, （61ページ）を参照してくださ
い。

b) システムを再起動します。
c) FAN LEDがまだレッドの場合、システムが 1つ以上のファン障害を検出したことを意味して
います。製品を購入されたシスコ代理店に連絡してください。

関連トピック

ファントレイ, （5ページ）

エアーフロー, （17ページ）

ファントレイ（LED）, （9ページ）

シスコ代理店への連絡
この章で説明されているトラブルシューティングの手順を行っても起動に関する問題を解決でき

ない場合は、シスコ代理店に連絡して、サポートや詳細な手順の説明を依頼してください。担当

者ができる限りすばやいサポートを行えるように、連絡する前に次の情報を用意してください。

•スイッチの受領日

•シャーシのシリアル番号

•ソフトウェアの種類とリリース番号

•メンテナンス契約書または保証情報

•問題点の要約

•問題を特定し、解決するためにすでに実施した手順の簡単な説明
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シリアル番号の検索
シスコのテクニカルサポートに連絡する場合は、問題が発生したパーツのシリアル番号を知って

おく必要があります。 show version特権 EXECコマンドを使用して、シリアル番号を確認するこ
ともできます。

表 36：シリアル番号の図

シリアル番号の図項目

図 49：シャーシのシリアル番号の位置, （118ページ）シャーシ

図 50：ファントレイのシリアル番号の位置, （118ページ）ファントレイ

図 51：電源モジュールのシリアル番号の位置, （118ページ）電源モジュール

図 52：電源コンバータのシリアル番号の位置, （119ページ）電源コンバータ
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図 49：シャーシのシリアル番号の位置

図 50：ファントレイのシリアル番号の位置

図 51：電源モジュールのシリアル番号の位置
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図 52：電源コンバータのシリアル番号の位置

関連トピック

シャーシのラックへの取り付け, （43ページ）

シャーシ, （2ページ）
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